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【 緒 言 】  

 高 齢 期 に お い て ， 全 身 的 に 認 め ら れ る 進 行

性 の 筋 肉 量 の 減 少 や 筋 力 低 下 は ， サ ル コ ペ ニ

ア と 呼 ば れ る  ( 1 ) ． サ ル コ ペ ニ ア の 進 行 は ，

運 動 障 害 ， 転 倒 ・ 骨 折 の 危 険 性 の 増 大 ， 日 常

生 活 の 活 動 能 力  ( A D L ) の 低 下 ， 自 立 性 の 喪 失 ，

死 亡 す る 危 険 性 な ど を 伴 う と さ れ ， 近 年 注 目

さ れ て い る  ( 2 - 6 ) ．  

 サ ル コ ペ ニ ア は ， 四 肢 骨 格 筋 の 筋 肉 量 の 減

少 を 必 須 項 目 と し ， 筋 力 ま た は 身 体 機 能 の 低

下 の い ず れ か が 認 め ら れ る こ と に よ り 診 断 さ

れ る  ( 1 ， 7 ) ． 筋 肉 量 は ， D X A 法  ( 二 重 エ ネ ル

ギ ー X 線 吸 収 測 定 ) や B I A 法 ( 生 体 イ ン ピ ー ダ

ン ス 分 析 ) ，C T ，M R I な ど に よ り 測 定 さ れ る  ( 1 ，

8 ) ． 筋 力 は ， 握 力 ， 膝 の 屈 曲 ・ 伸 展 筋 力 に よ

り 評 価 さ れ ， 身 体 機 能 は ， 歩 行 速 度 ， 椅 子 か

ら の 立 ち 上 が り テ ス ト ， T i m e d  g e t  u p  a n d  g o

テ ス ト な ど に よ り 評 価 さ れ る  ( 1 ， 7 ) ．  

 X u e ら は ， 2 0 0 8 年 に フ レ イ ル サ イ ク ル モ デ

ル と い う 概 念 を 提 唱 し た  ( 9 ,  図 1 ) ．同 モ デ ル
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は ， 認 知 機 能 障 害 や 抑 う つ と い っ た 精 神 心 理

的 問 題 ， 独 居 や 閉 じ こ も り ， 貧 困 と い っ た 社

会 的 問 題 に よ っ て ， 高 齢 者 の 活 動 度 が 低 下 す

る と ， 食 欲 が 低 下 し ， 食 品 摂 取 量 が 低 下 し ，

低 栄 養 ・ 体 重 低 下 が 生 じ ， サ ル コ ペ ニ ア へ と

至 る と 考 え ら れ る ． そ し て ， サ ル コ ペ ニ ア の

状 態 で は ， 基 礎 代 謝 が 低 下 し ， 消 費 エ ネ ル ギ

ー 量 が 低 下 す る こ と と な り ， さ ら な る 食 欲 低

下 を 招 く ，と い う も の で あ る ．し か し な が ら ，

栄 養 摂 取 に 大 き く 関 与 し て い る と 考 え ら れ る

口 腔 機 能  ( 9 ) に 関 し て は ， こ の 概 念 の な か で

は 一 切 触 れ ら れ て い な い ．  

 サ ル コ ペ ニ ア の 状 態 に お い て ， も し 顎 顔 面

領 域 の 筋 肉 量 や 筋 力 も 低 下 し て い る の な ら ば ，

そ れ に 伴 っ て ， 咀 嚼 ・ 嚥 下 機 能 が 低 下 す る 可

能 性 が 考 え ら れ る ． そ し て ， 咀 嚼 ・ 嚥 下 機 能

が 著 し く 低 下 す る と ， 食 物 摂 取 が 制 限 さ れ ，

低 栄 養 を 招 き ， さ ら な る 筋 肉 量 や 筋 力 の 低 下

を 引 き 起 こ す こ と と な り ， サ ル コ ペ ニ ア へ と

至 る 負 の ス パ イ ラ ル  ( 1 0 - 1 4 ) に 陥 る 可 能 性 が
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考 え ら れ る  ( 図 2 ) ． な お ，「 筋 肉 量 ・ 筋 力 の

低 下 」，「 咀 嚼 ・ 嚥 下 機 能 」，「 栄 養 摂 取 」 の 各

項 目 間 の 関 連 に つ い て は ， こ れ ま で に も 検 討

さ れ て い る ．  

T a m u r a ら は ， 低 栄 養 に 関 連 す る 要 因 は ， 身

体 機 能 障 害 ， 認 知 症 ， 咀 嚼 ・ 嚥 下 困 難 ， 経 口

摂 取 不 良 ， 高 齢 で あ る こ と で あ っ た と ， シ ス

テ マ テ ィ ッ ク レ ビ ュ ー に よ り 報 告 し て い る  

( 1 0 ) ．  

Y a n a i ら は ， タ ン パ ク 質 の 摂 取 が サ ル コ ペ

ニ ア と 関 連 し ， 1 . 0  -  1 . 2  g / k g  ( 体 重 あ た り ) /

日 の タ ン パ ク 質 摂 取 ，あ る い は 一 食 あ た り 2 5  

-  3 0 g の 高 品 質 タ ン パ ク 質 摂 取 が ， サ ル コ ペ

ニ ア 予 防 の た め に 推 奨 さ れ る と 報 告 し て い る  

( 1 1 ) ．  

さ ら に ， M i t h a l ら は ， ビ タ ミ ン D 摂 取 が 筋

肉 量 ， 身 体 機 能 と 関 連 す る こ と を 報 告 し て い

る  ( 1 2 ) ． M i t h a l ら は ， 速 筋 線 維 減 少 ， タ ン パ

ク 質 の 糖 化 ， イ ン ス リ ン 抵 抗 性 が 筋 力 低 下 に

影 響 し ， 慢 性 的 な 酸 産 生 食 品 の 摂 取 や ホ モ シ
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ス テ イ ン に 作 用 す る ビ タ ミ ン B 1 2 や 葉 酸 の 摂

取 不 足 が 筋 機 能 に 影 響 を 与 え る こ と か ら ， 十

分 な 栄 養 摂 取 と 適 切 な 酸 塩 基 平 衡 が ， 筋 肉 量

減 少 ， 筋 力 低 下 予 防 に 重 要 で あ る こ と も 併 せ

て 報 告 し て い る  ( 1 2 ) ．  

ま た ， I i n u m a ら は ， 自 立 し た 生 活 を 送 る 高

齢 者 4 8 9 名  ( 平 均 年 齢 8 7 . 8  ±  2 . 2 歳 ) を 対 象 と

し た T o k y o  O l d e s t  O l d  S u r v e y  o n  T o t a l  H e a l t h    

( T O O T H )  S t u d y の 結 果 ， 個 歯 咬 合 力 は ， 男 性

に お い て ， 椅 子 立 ち 上 が り テ ス ト ， 片 足 立 ち

時 間 ， 握 力 と 関 連 す る と 報 告 し て い る  ( 1 3 ) ．

M u r a k a m i ら は ， 自 立 し た 生 活 を 送 る 高 齢 者

7 6 1 名  ( 平 均 年 齢 7 3 . 0  ±  5 . 1 歳 ) を 対 象 と し

て ， サ ル コ ペ ニ ア の 人 は ， 色 変 わ り チ ュ ー イ

ン ガ ム を 用 い て 測 定 し た 咀 嚼 機 能 が 低 い と 報

告 し て い る  ( 1 4 ) ． ま た ， I z u n o ら は ， 自 立 し

た 生 活 を 送 る 高 齢 者 6 6 名  ( 平 均 年 齢 7 0 . 3  ±  

5 . 9 歳 ) を 対 象 と し て ， 反 復 唾 液 嚥 下 テ ス ト  

( R e p e t i t i v e  S a l i v a  S w a l l o w i n g  T e s t :  R S S T ) な

ら び に 色 変 わ り チ ュ ー イ ン ガ ム を 用 い て 計 測
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し た 咀 嚼 能 力 が 握 力 と 関 連 す る と 報 告 し て お

り  ( 1 5 ) ， M u r a k a m i ら は ， 看 護 ケ ア を 必 要 と

す る 高 齢 者 2 5 5 名  ( 平 均 年 齢 8 5 . 2  ±  6 . 4 歳 )

を 対 象 と し て ， 舌 の 運 動 性 と 骨 格 筋 指 標  

( S k e l e t a l  M u s c l e  m a s s  I n d e x :  S M I ) が ， 水 飲 み

テ ス ト を 用 い て 評 価 し た 嚥 下 機 能 と ， 有 意 な

関 連 が 認 め ら れ る と 報 告 し て い る  ( 1 6 ) ．  

こ の よ う に ， 口 腔 機 能 と 筋 肉 量 や 筋 力 と の

関 連 に つ い て ， い く つ か 報 告 さ れ て い る こ と

か ら ， 高 齢 者 に 対 し て ， 口 腔 機 能 の 改 善 を 図

る 際 に は ， 歯 や 補 綴 装 置 だ け で な く ， 筋 肉 量

や 筋 力 の 低 下 に 対 す る 考 察 も 非 常 に 重 要 で は

な い か と 考 え ら れ る ． し か し な が ら ， こ れ ま

で の 研 究 で は ， い ず れ か の 口 腔 機 能 と ， 筋 肉

量 あ る い は 筋 力 と の 関 連 を 検 討 し た も の が 多

く ， 多 人 数 の 後 期 高 齢 者 を 対 象 と し て ， 咀 嚼

機 能 や 嚥 下 機 能 ， 開 口 量 な ど も 含 め た 複 数 の

口 腔 機 能 と ， 筋 肉 量 ・ 筋 力 と の 関 連 に つ い て

詳 細 に 検 討 し た 研 究 は み ら れ な い ．  

 そ こ で ， 本 研 究 の 目 的 は ， 地 域 住 民 の 後 期
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高 齢 者 を 対 象 と し て ， 体 幹 四 肢 の 筋 肉 量 ， 筋

力 と 咀 嚼 ， 嚥 下 ， 開 口 と い っ た 口 腔 機 能 と の

関 連 に つ い て 検 討 す る こ と と し た ．   
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【 方 法 】  

1 ． 対 象 者  

 大 阪 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科  顎 口 腔 機 能 再

建 学 講 座  有 床 義 歯 補 綴 学 ・ 高 齢 者 歯 科 学 分

野 で は ， 7 0 歳 ， 8 0 歳 ， 9 0 歳 と 1 0 0 歳 以 上 の

高 齢 者 を 対 象 と し て ， 3 年 ご と の 長 期 縦 断 調

査 に よ り ， 健 康 長 寿 の 関 連 要 因 を 探 索 す る

S O N I C  （ S e p t u a g e n a r i a n  O c t o g e n a r i a n  

N o n a g e n a r i a n  I n v e s t i g a t i o n  w i t h  C e n t e n a r i a n ）  

S t u d y を 行 っ て い る ． S O N I C  S t u d y は ， 大 阪 大

学 大 学 院 歯 学 研 究 科 ， 大 阪 大 学 大 学 院 医 学 系

研 究 科 ， 大 阪 大 学 大 学 院 人 間 科 学 研 究 科 ， 東

京 都 健 康 長 寿 医 療 セ ン タ ー 研 究 所 ， 慶 應 義 塾

大 学 医 学 部 ， 東 京 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科 の

研 究 者 が ， 共 同 で デ ー タ を 収 集 ， 分 析 を 行 う

こ と で ， 健 康 長 寿 に 関 連 す る 因 子 を 探 索 す る

学 際 的 研 究 で あ る ．  

本 研 究 で は ，ま ず ，ベ ー ス ラ イ ン 調 査 時 に ，

兵 庫 県 伊 丹 市 ， 朝 来 市 ， 東 京 都 板 橋 区 ， 西 多

摩 郡 の 特 定 の 住 民 基 本 台 帳 か ら 対 象 年 齢 の 高
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齢 者 を す べ て 抽 出 し ， 6 9  -  7 1 歳  ( 7 0 歳 群 )  

4 2 6 7 名 と 7 9  -  8 1 歳  ( 8 0 歳 群 ) 5 3 7 8 名 に 調 査

参 加 へ の 依 頼 状 を 送 付 し た ． そ し て ， そ の 中

か ら 研 究 参 加 の 同 意 が 得 ら れ た 7 0 歳 群 1 0 0 0

名  ( 男 性 4 7 7 名 ， 女 性 5 2 3 名 ) と 8 0 歳 群 9 7 3

名  ( 男 性 4 5 7 名 ，女 性 5 1 6 名 ) が ベ ー ス ラ イ ン

時 の 対 象 者 と な っ た ． 3 年 後 の 追 跡 調 査 で は ，

ベ ー ス ラ イ ン 調 査 に 参 加 し た 7 3 歳 群 9 9 6 名 ，

8 3 歳 群 8 3 4 名 に 依 頼 状 を 送 付 し ，そ の う ち 7 3

歳 群 6 5 7 名 ， 8 3 歳 群 5 1 4 名 が 追 跡 調 査 に 参 加

し た ． ま た ， ベ ー ス ラ イ ン 調 査 に 参 加 し て い

な い 7 2  -  7 4 歳 3 4 7 2 名  ( 7 3 歳 群 ) ， 8 2  -  8 4 歳

3 7 3 6 名  ( 8 3 歳 群 ) に 対 し て も 新 規 参 加 者 と し

て 依 頼 状 を 送 付 し ，そ の う ち ，7 3 歳 群 で は 2 4 2

名 ， 8 3 歳 群 3 1 2 名 が 参 加 し た ． 追 跡 参 加 者 ，

新 規 参 加 者 合 わ せ て ，7 3 歳 群 8 6 4 名  ( 男 性 4 1 1

名 ， 女 性 4 5 3 名 ) ， 8 3 歳 群 8 0 9 名  ( 男 性 4 0 7

名 ， 女 性 4 0 2 名 ) を 分 析 対 象 と し た  ( 図 3 ) ．  

 な お 本 研 究 は ， 大 阪 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科

倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実 施 し て い る  
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( 承 認 番 号 ： H 2 2 - E 9 ) ．  

 

2 ． 筋 肉 量 な ら び に 握 力 の 測 定  

 筋 肉 量 の 測 定 は ， 8 3 歳 群 を 対 象 に ， デ ュ ア

ル 周 波 数 体 組 成 計  ( D C - 3 2 0 ， タ ニ タ 社 ， 東 京 )

を 用 い て 行 っ た ． 本 体 組 成 計 は ， 生 体 組 織 の

電 気 抵 抗 値  ( 生 体 イ ン ピ ー ダ ン ス ) を 測 定 す

る こ と で ， 体 脂 肪 率 な ど の 体 組 成 を 推 定 す る

B I A 法 を 用 い て い る ． 生 体 組 織 に お い て ， 脂

肪 組 織 は ほ と ん ど 電 気 を 通 さ な い が ， 筋 肉 な

ど の 電 解 質 を 多 く 含 む 組 織 は 電 気 を 通 し や す

い 性 質 が あ る た め ， 電 気 抵 抗 を 測 定 す る こ と

で ， 筋 肉 量 を 算 出 す る こ と が で き る ． な お ，

今 回 使 用 し た 体 組 成 計 で は ， 脂 肪 量 と 除 脂 肪

量 を 測 定 し ， 体 幹 を 含 め た 身 体 全 体 の 筋 肉 量

が 算 出 さ れ る ．  

サ ル コ ペ ニ ア の 診 断 に は ， 四 肢 骨 格 筋 量 を

身 長 の 2 乗 で 除 し た 値 で あ る S M I が 用 い ら れ

る た め  ( 7 ) ， こ れ に 準 じ ， 測 定 さ れ た 筋 肉 量

を 身 長 の 2 乗 で 除 し た も の  ( k g / m ² ) を 分 析 に
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使 用 し た ．  

 握 力 の 測 定 は ， ス メ ド レ ー 式 握 力 計  ( ヤ ガ

ミ 社 ， 名 古 屋 ) を 用 い て 測 定 し た ． 測 定 時 ， 利

き 手 を 尋 ね ， 椅 子 座 位 に て 利 き 手 の 握 力 を 2

回 測 定 し ， 平 均 値  ( k g f ) を 算 出 し た ．  

 

3 ． 口 腔 機 能 評 価  

 ま ず ， 対 象 者 の 口 腔 内 検 査 を 行 い ， 残 存 歯

数 を 記 録 し た ．  

続 い て ， 口 腔 機 能 の 指 標 と し て ， 最 大 咬 合

力 ， 咀 嚼 能 率 ス コ ア ， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  

( S t i m u l a t e  S a l i v a r y  F l o w  R a t e :  S S F R ) ， 舌 圧 ，

を 測 定 し ， 反 復 唾 液 嚥 下 テ ス ト  ( R e p e t i t i v e  

S a l i v a  S w a l l o w i n g  T e s t :  R S S T ) を 行 っ た ． 口 腔

機 能 測 定 時 ， 義 歯 使 用 者 は ， 義 歯 を 装 着 し た

状 態 で 測 定 を 行 っ た ． な お ， 口 腔 内 検 査 は ，

大 阪 大 学 歯 学 部 附 属 病 院 咀 嚼 補 綴 科 な ら び に

口 腔 治 療 科 に 所 属 す る 歯 科 医 師 が 行 い ， 口 腔

機 能 の 測 定 は ， 同 咀 嚼 補 綴 科 に 所 属 す る 歯 科

医 師 が 行 っ た ．  
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1 ) 最 大 咬 合 力  

最 大 咬 合 力 は ， デ ン タ ル プ レ ス ケ ー ル  

( 5 0 H ,  R タ イ プ ， ジ ー シ ー 社 ， 東 京 ) を 用 い て

測 定 し た ． こ れ は ， 厚 さ 9 8 μ m の 感 圧 シ ー ト

で ， ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ ラ ー ト の シ ー ト の

間 に ， 発 色 剤 を 含 む マ イ ク ロ カ プ セ ル が 含 ま

れ て い る も の で あ る ． 圧 力 が 加 わ る と ， そ の

マ イ ク ロ カ プ セ ル が 崩 壊 し ，赤 色 に 発 色 す る ．

圧 力 が 大 き く な る と 発 色 の 濃 度 が 高 く な る ．

発 色 面 積 と 濃 度 を ，オ ク ル ー ザ ー F P D - 7 0 7  ( ジ

ー シ ー 社 ， 東 京 ) を 用 い て 読 み 取 る こ と で ， 最

大 咬 合 力 を 算 出 し た ． 測 定 時 ， 対 象 者 に は ，

デ ン タ ル プ レ ス ケ ー ル を 咬 頭 嵌 合 位 に て 3 秒

間 可 及 的 に 強 い 力 で 噛 み し め て も ら っ た  ( 1 7 ,  

1 8 ) ．  

 

2 ) 咀 嚼 能 率 ス コ ア  

 咀 嚼 能 率 は ， 検 査 用 グ ミ ゼ リ ー  ( U H A 味 覚

糖 社 ， 大 阪 ) を 用 い て 評 価 し た ． 対 象 者 に は ，
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検 査 用 グ ミ ゼ リ ー を 3 0 回 自 由 咀 嚼 し て も ら

い ， 紙 コ ッ プ に て 回 収 し た ． 回 収 し た 検 査 用

グ ミ ゼ リ ー の 粉 砕 試 料 を ， 0  -  9 の 1 0 段 階 に

ス コ ア 化 し た 視 覚 資 料 と 照 合 し ， 咀 嚼 能 率 ス

コ ア と し て 記 録 し た ． 本 ス コ ア 法 に 使 用 す る

視 覚 資 料 は ， グ ル コ ー ス 濃 度 測 定 法 に お い て

使 用 し て い る 市 販 の 血 糖 値 測 定 装 置 の グ ル コ

ー ス 濃 度 測 定 可 能 範 囲 ， す な わ ち 2 0  -  

6 0 0 m g / d l を 参 考 と し て ，約 5 0 m g / d l 間 隔 の 1 0

段 階 の ス コ ア を 設 定 し た も の で あ る  ( 1 9 ) ．  

 

3 ) 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  

刺 激 時 唾 液 は ， 1 g の 無 味 無 臭 の パ ラ フ ィ ン

ペ レ ッ ト  ( I v o c l a r  v i v a d e n t 社 ， 東 京 ) を 2 分

間 ， 座 位 に て 自 由 に 咀 嚼 し て も ら い ， 分 泌 さ

れ た 全 唾 液 を 紙 コ ッ プ に 採 取 し ， 重 量  ( g ) を

計 測 し た ． 唾 液 の 比 重 は 約 1 . 0 で あ る  ( 2 0 ) こ

と か ら ， 計 測 さ れ た 唾 液 の 全 重 量  ( g ) を 計 測

時 間 で 除 し ， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  ( m l / 分 ) を

算 出 し た  ( 2 1 ,  2 2 ) ．  
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4 ) 反 復 唾 液 嚥 下 テ ス ト  ( R e p e t i t i v e  S a l i v a  

S w a l l o w i n g  T e s t :  R S S T )  

 R S S T は ，嚥 下 障 害 に 対 す る ス ク リ ー ニ ン グ

テ ス ト の 一 つ と し て 知 ら れ て い る ． 術 者 は ，

対 象 者 の 甲 状 軟 骨 を 触 知 し た 状 態 で ， 3 0 秒 間

に 空 嚥 下 を 何 回 行 っ た か 測 定 し た ． 喉 頭 隆

起 ・ 舌 骨 は ， 嚥 下 運 動 に 伴 っ て ， 指 腹 を 乗 り

越 え 上 方 に 移 動 し ， ま た 元 の 位 置 に 戻 る ． こ

の 喉 頭 挙 上 ， 下 降 運 動 を 確 認 し ， 嚥 下 完 了 と

し た  ( 2 3 ) ．  

 

5 ) 開 口 量  

 対 象 者 に ，座 位 に て 自 力 で 最 大 開 口 を さ せ ，

ノ ギ ス を 上 下 顎 中 切 歯 切 縁 に 当 て ， 両 者 の 間

隔 を 測 定 し た ． さ ら に ， 咬 頭 嵌 合 位 に お け る

上 下 中 切 歯 の 垂 直 被 蓋 量 を 測 定 し ， 両 者 を 合

算 し た も の を 開 口 量  ( m m ) と し て 記 録 し た ．  

 

6 ) 舌 圧  



14 

 舌 は 口 腔 機 能 の 中 で も 大 き な 役 割 を 担 い ，

咀 嚼 時 に 上 下 顎 歯 列 間 に 食 物 を 保 持 し ， 唾 液

と 混 和 し て 食 塊 を 形 成 し ， 嚥 下 時 に 食 道 ま で

安 全 に 食 物 を 送 る な ど 複 雑 な 運 動 を し て い る ．

そ の た め ， 舌 の 発 揮 す る 力 が 減 少 す る と 多 く

の 機 能 障 害 が 発 生 す る と 考 え ら れ る ． こ れ ま

で に 様 々 な 方 法 に よ っ て 舌 が 発 揮 す る 力 の 計

測 が 試 み ら れ て い る  ( 2 4 - 2 7 ) ． H a y a s h i ら は ，

そ の よ う な 舌 の 力 に 注 目 し ， 口 に 取 り 込 ん だ

食 物 を 舌 が 口 蓋 前 方 部 と の 間 で 押 し つ ぶ す 力

を 舌 圧 と 定 義 し た  ( 2 5 ) ．  

本 研 究 で は ， J M S 舌 圧 測 定 器  ( ジ ー シ ー 社 ，

東 京 ) を 用 い て 舌 圧 を 測 定 し た ． J M S 舌 圧 測 定

器 は ， デ ジ タ ル 舌 圧 計 と 連 結 チ ュ ー ブ ， 舌 圧

プ ロ ー ブ か ら 構 成 さ れ て い る ． 術 者 が 舌 圧 プ

ロ ー ブ を 保 持 し ， バ ル ー ン 部 を 口 蓋 皺 壁 前 方

部 に あ て が い な が ら ， 硬 質 リ ン グ 部 を 上 下 顎

前 歯 で 軽 く は さ む よ う に 対 象 者 に 指 示 し ， 舌

で バ ル ー ン 部 を 5  -  7 秒 程 度 押 し つ ぶ さ せ る ．

そ の 間 に 出 力 さ れ た 圧 力  ( k P a ) の 最 大 値 を 記
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録 し た ． 測 定 は 3 回 行 い ， 最 も 高 い 値 を 記 録

し た ． な お ， 舌 圧 測 定 は ， 8 3 歳 群 の み に 対 し

て 行 っ た ．  
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4 ． 統 計 学 的 分 析  

以 下 の よ う な 順 で 分 析 を 行 っ た ．  

分 析 Ⅰ  対 象 者 の 概 要 に つ い て の 検 討  

分 析 Ⅱ  二 変 量 間 に お け る ， 筋 肉 量 な ら び に

握 力 と 口 腔 機 能 と の 関 連 に つ い て の 検 討  

分 析 Ⅲ  低 握 力 群 と 正 常 群 に お け る 口 腔 機 能

の 差 の 検 討  

分 析 Ⅳ  年 齢 群 ， 性 別 ， 残 存 歯 数 を 調 整 し た

上 で の ， 筋 肉 量 な ら び に 握 力 と 口 腔 機 能 と の

関 連 つ い て の 検 討  

な お ， そ れ ぞ れ の 分 析 に は ， 分 析 用 ソ フ ト

ウ ェ ア S P S S  V e r s i o n  2 0 . 0  ( I B M  J a p a n ,  東 京 )

を 用 い ， 有 意 確 率 は 5 % と し た ．  

 

1 )  分 析 Ⅰ  対 象 者 の 概 要 に つ い て の 検 討  

ま ず ， 対 象 者 の 概 要 に つ い て 把 握 す る た め

に ， 最 大 咬 合 力 ， 咀 嚼 能 率 ス コ ア ， 刺 激 時 唾

液 分 泌 速 度 ， R S S T ， 舌 圧  ( 8 3 歳 群 の み ) ， 開

口 量 ， 握 力 ， 筋 肉 量  ( 8 3 歳 群 の み ) の 分 布 を

示 す ．  
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次 に ， 年 齢 群 ， 男 女 別 で の 握 力 の 分 布 に つ

い て 検 討 し ， 握 力 が 低 下 し て い る と 考 え ら れ

る 者  ( 低 握 力 群 ) の 割 合 を 求 め た ． な お ， カ ッ

ト オ フ は ，A s i a n  W o r k i n g  G r o u p  f o r  S a r c o p e n i a   

( A W G S ) が 提 唱 し た 握 力 の サ ル コ ペ ニ ア の 診

断 基 準  ( 2 8 ) を 用 い ， 男 性 < 2 6 . 0 k g f ， 女 性

< 1 8 . 0 k g f と し た ．  

ま た ， 各 調 査 項 目 に お け る ， 年 齢 群 ， 性 別

で の 差 に つ い て 検 討 す る た め に ， 握 力 ， 残 存

歯 数 ， 最 大 咬 合 力 ， 咀 嚼 能 率 ス コ ア ， 刺 激 時

唾 液 分 泌 速 度 ， R S S T ， 開 口 量 に 対 し て は 二 元

配 置 分 散 分 析 を 行 っ た ． 二 元 配 置 以 上 の 分 散

分 析 に 対 応 す る ノ ン パ ラ メ ト リ ッ ク 検 定 は 存

在 し な い た め ， 二 元 配 置 分 散 分 析 は ， 正 規 分

布 ， 非 正 規 分 布 に 関 わ ら ず 分 析 を 行 う こ と が

可 能 で あ る  ( 2 9 ) ． 一 方 ， 筋 肉 量 ， 舌 圧 に お け

る 性 別 で の 差 を 検 討 す る た め に ， t 検 定 を 行

っ た ．  

 

2 )  分 析 Ⅱ  二 変 量 間 に お け る ，筋 肉 量 な ら び
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に 握 力 と 口 腔 機 能 と の 関 連 に つ い て の 検 討  

筋 肉 量 な ら び に 握 力 と ， 口 腔 機 能  ( 最 大 咬

合 力 ，咀 嚼 能 率 ス コ ア ，刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 ，

R S S T ， 舌 圧 ， 開 口 量 ) と の 関 連 に つ い て 検 討

す る た め に ， 8 3 歳 群 を 対 象 と し て ， S p e a r m a n

の 順 位 相 関 係 数 の 検 定 を 行 っ た ．  

 

3 )  分 析 Ⅲ  低 握 力 群 と 正 常 群 に お け る 各 口

腔 機 能 の 差 の 検 討  

 握 力 が 低 い 者 と そ う で な い 者 と で は ， 口 腔

機 能 に 差 が 生 じ て い る か ど う か を 検 討 す る た

め に ， 対 象 者 を 先 述 の よ う に ， A W G S の 提 唱

し た 握 力 の サ ル コ ペ ニ ア 診 断 基 準  ( 男 性

< 2 6 . 0 k g f ， 女 性 < 1 8 . 0 k g f ) を 基 に  ( 2 8 ) ， 低 握 力

群 ， 正 常 群 の 二 群 に 分 け た 上 で ， 年 齢 群 ， 性

別 で の 各 口 腔 機 能 の 差 を 検 討 し た ． 最 大 咬 合

力 ， 咀 嚼 能 率 ス コ ア ， R S S T の 低 握 力 群 ， 正 常

群 で の 差 の 検 討 に は M a n n  -  W h i t n e y の U 検 定

を 用 い ，刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 ，R S S T ，舌 圧  ( 8 3

歳 群 の み ) ， 開 口 量 の 低 握 力 群 ， 正 常 群 で の 差
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の 検 討 に は t 検 定 を 用 い た ．  

 

4 )  分 析 Ⅳ  年 齢 群 ， 性 別 ， 残 存 歯 数 を 調 整 し

た 上 で の ， 筋 肉 量 な ら び に 握 力 と 口 腔 機 能 と

の 関 連 つ い て の 検 討  

 様 々 な 口 腔 機 能 と 関 連 が あ る と さ れ て い る

性 別 ， 残 存 歯 数  ( 3 0 - 3 3 ) の 影 響 を 調 整 し た 上

で も ， 握 力 な ら び に 筋 肉 量 は ， 口 腔 機 能 と 関

連 し て い る の か と い う こ と を 検 証 す る た め に ，

従 属 変 数 を 最 大 咬 合 力 ， 咀 嚼 能 率 ス コ ア ， 刺

激 時 唾 液 分 泌 速 度 ， R S S T ， 舌 圧 ， 開 口 量 と い

っ た 各 口 腔 機 能 ，独 立 変 数 を 性 別 ，残 存 歯 数 ，

筋 肉 量 あ る い は 握 力 と し た 多 変 量 解 析 を ， 7 3

歳 群 ，8 3 歳 群 そ れ ぞ れ に 対 し て 行 っ た ．ま た ，

7 3 歳 群 ， 8 3 歳 群 の 両 者 を 一 つ の 集 団 と し ，従

属 変 数 を 各 口 腔 機 能 ， 独 立 変 数 を 年 齢 群 ， 性

別 ， 残 存 歯 数 ， 握 力 と し た 多 変 量 解 析 を 行 っ

た ．  

 な お ， 正 規 分 布 を 示 し た 刺 激 時 唾 液 分 泌 速

度 ， 舌 圧 ， 開 口 量 を 従 属 変 数 と し た 多 変 量 解
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析 に は 重 回 帰 分 析 を 用 い た ． 最 大 咬 合 力 は 正

規 分 布 を 示 さ な か っ た が ， 平 方 根 変 換 を 行 う

と 正 規 分 布 を 示 し た た め ， 最 大 咬 合 力 を 平 方

根 変 換 し た 値 を 従 属 変 数 と し た 重 回 帰 分 析 を

行 っ た ． 最 大 咬 合 力 と 同 じ く 正 規 分 布 を 示 さ

な か っ た 咀 嚼 能 率 ス コ ア は ， 平 方 根 変 換 や 対

数 変 換 と い っ た 変 数 変 換 を 行 っ て も 正 規 分 布

を 示 さ な か っ た た め ， 咀 嚼 能 率 は ， 対 象 者 を

ス コ ア 1 以 下 と ス コ ア 2 以 上 で 二 群 に 分 け ，

ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行 っ た ． R S S T は ，

一 般 的 に カ ッ ト オ フ と し て 用 い ら れ て い る 3

回  ( 2 3 ) を 用 い て ，対 象 者 を 2 回 以 下 と 3 回 以

上 で 二 群 に 分 け ， ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を

行 っ た ．  
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【 結 果 】  

1 ． 分 析 Ⅰ  対 象 者 の 概 要 に つ い て の 検 討  

握 力 ， 筋 肉 量  ( 8 3 歳 群 の み ) ， 残 存 歯 数 ，

最 大 咬 合 力 ， 咀 嚼 能 率 ス コ ア ， 刺 激 時 唾 液 分

泌 速 度 ， 舌 圧  ( 8 3 歳 群 の み ) ， 開 口 量 に つ い

て ヒ ス ト グ ラ ム を 示 す  ( 図 4 - 2 2 ) ．  

筋 肉 量  ( 図 4 ,  5 ) の 平 均 値  ( 9 5 % 信 頼 区 間 )

は ，8 3 歳 群 男 性 で は 1 7 . 1  ( 1 6 . 9  -  1 7 . 4 ) k g / m ² ，

8 3 歳 群 女 性  ( 図 9 ) 1 5 . 1  ( 1 4 . 9  -  1 5 . 3 ) k g / m ² で

あ り ， 有 意 差 が 認 め ら れ た  ( p < 0 . 0 1 ， 図 2 3 ) ． 

握 力  ( 図 6 - 9 ) の 平 均 値  ( 9 5 % 信 頼 区 間 ) は ，

7 3 歳 群 男 性 で は 3 2 . 0  ( 3 1 . 4  -  3 2 . 7 ) k g f ， 8 3 歳

群 男 性 で は 2 5 . 8  ( 2 5 . 2  -  2 6 . 5 ) k g f ， 7 3 歳 群 女

性 で は 1 9 . 4  ( 1 9 . 0  -  1 9 . 8 ) k g f ， 8 3 歳 群 女 性 で

は 1 5 . 8  ( 1 5 . 4  -  1 6 . 3 ) k g f で あ り ， 年 齢 群 間  

( p < 0 . 0 1 ) ， 性 別 間  ( p < 0 . 0 1 ) と も に 有 意 差 が 認

め ら れ た  ( 図 2 4 ) ．   

残 存 歯 数  ( 図 1 0 ,  1 1 ) の 中 央 値  ( 四 分 位 範

囲 ) は ， 7 3 歳 群 男 性 で は 2 4  ( 1 3  -  2 7 ) 本 ， 8 3

歳 群 男 性 で は 1 8  ( 5  -  2 4 ) 本 ， 7 3 差 群 女 性 で は
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2 3  ( 1 7  -  2 7 ) 本 ， 8 3 歳 群 女 性 で は 1 5  ( 5  -  2 3 )

本 で あ り ， 年 齢 群 間  ( p < 0 . 0 1 ) で は 有 意 差 が 認

め ら れ た が ， 性 別 間  ( p = 0 . 2 9 ) で は 有 意 差 が 認

め ら れ な か っ た  ( 図 2 5 ) ．  

最 大 咬 合 力  ( 図 1 2 ,  1 3 ) の 中 央 値  ( 四 分 位 範

囲 ) は ， 7 3 歳 群 男 性 で は 3 9 4 ( 1 9 4  -  6 0 4 ) N ， 8 3

歳 群 男 性 で は 1 8 2  ( 7 6  -  3 2 6 ) N で ， 7 3 歳 群 女

性 で は 2 9 8  ( 1 7 6  -  4 3 4 ) N ，8 3 歳 群 女 性 で は 1 2 2  

( 4 2  -  2 4 0 ) N で あ り ， 年 齢 群 間  ( p < 0 . 0 1 ) ， 性 別

間  ( p < 0 . 0 1 ) と も に 有 意 差 が 認 め ら れ た  ( 図

2 6 ) ．  

咀 嚼 能 率 ス コ ア  ( 図 1 4 ,  1 5 ) の 中 央 値  ( 四 分

位 範 囲 ) は ， 7 3 歳 群 男 性 で は 6  ( 4  -  7 ) ， 8 3 歳

群 男 性 で は 5  ( 2  -  6 ) ， 7 3 歳 群 女 性 で は 6  ( 4  -  

7 ) ， 8 3 歳 群 女 性 で は 4  ( 1  -  6 ) で あ り ， 年 齢 群

間  ( p < 0 . 0 1 ) ，性 別 間  ( p < 0 . 0 1 ) と も に 有 意 差 が

認 め ら れ た  ( 図 2 7 ) ．  

刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  ( 図 1 6 ,  1 7 ) の 平 均 値  

( 9 5 % 信 頼 区 間 ) は ，7 3 歳 群 男 性 で は 2 . 0 9  ( 1 . 9 8  

-  2 . 2 0 ) m l / 分 ， 8 3 歳 群 男 性 で は 1 . 8 0  ( 1 . 6 8  -  
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1 . 9 2 ) m l / 分 ， 7 3 歳 群 女 性 で は 1 . 4 0  ( 1 . 3 2  -  

1 . 4 8 ) m l / 分 ， 8 3 歳 群 女 性 で は 1 . 2 4  ( 1 . 1 6  -  

1 . 3 2 ) m l / 分 で あ り ， 年 齢 群 間  ( p < 0 . 0 1 ) ， 性 別

間  ( p < 0 . 0 1 ) と も に 有 意 差 が 認 め ら れ た  ( 図

2 8 ) ．  

R S S T  ( 図 1 8 ,  1 9 ) の 中 央 値  ( 四 分 位 範 囲 ) は ，

7 3 歳 群 男 性 で は 4  ( 3  -  6 ) 回 ， 8 3 歳 群 男 性 で

は 4  ( 3  -  5 ) 回 ， 7 3 歳 群 女 性 で は 3  ( 2  -  5 ) 回 ，

8 3 歳 群 女 性 で は 3  ( 2  -  4 ) 回 で あ り ， 年 齢 群 間  

( p < 0 . 0 1 ) ， 性 別 間  ( p < 0 . 0 1 ) と も に 有 意 差 が 認

め ら れ た  ( 図 2 9 ) ．  

舌 圧  ( 図 2 0 ) の 平 均 値  ( 9 5 % 信 頼 区 間 ) は ，

8 3 歳 群 男 性 で は 2 7 . 4  ( 2 6 . 7  -  2 8 . 2 ) k P a ， 8 3 歳

群 女 性 で は 2 6 . 6  ( 2 5 . 8  -  2 7 . 4 ) k P a で あ り ， 有

意 差 が 認 め ら れ た  ( p < 0 . 0 1 ， 図 3 0 ) ．  

開 口 量  ( 図 2 1 ,  2 2 ) の 平 均 値  ( 9 5 % 信 頼 区

間 ) は ， 7 3 歳 群 男 性 で は 5 1 . 6  ( 5 1 . 0 - 5 2 . 3 ) m m ，

8 3 歳 群 男 性 で は 5 0 . 0  ( 4 9 . 3  -  5 0 . 8 ) m m ， 7 3 歳

群 女 性 で は 4 9 . 4  ( 4 8 . 9  -  4 9 . 9 ) m m ， 8 3 歳 群 女

性 で は 4 7 . 6  ( 4 6 . 9  -  4 8 . 3 ) m m で あ り ， 年 齢 群
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間  ( p < 0 . 0 1 ) ，性 別 間  ( p < 0 . 0 1 ) と も に 有 意 差 が

認 め ら れ た  ( 図 3 1 ) ．  

年 齢 群 ， 男 女 別 で の 握 力 の 分 布 に つ い て 示

す ．低 握 力 群 の 割 合 は ，7 3 歳 群 男 性 で は 1 6 . 8 %  

( n  =  6 9 ，図 6 ) ，8 3 歳 群 男 性 で は 5 0 . 4 %  ( n  =  2 0 5 ，

図 7 ) ，7 3 歳 群 女 性 で は 3 3 . 8 %  ( n  =  1 5 3 ，図 8 ) ，

8 3 歳 群 女 性 で は 6 8 . 9 %  ( n  =  2 7 7 ， 図 9 ) で あ っ

た ．  

 

2 ．分 析 Ⅱ  二 変 量 間 に お け る ，筋 肉 量 な ら び

に 握 力 と 口 腔 機 能 と の 関 連 に つ い て の 検 討  

 筋 肉 量 は ， 最 大 咬 合 力  ( S p e a r m a n の 順 位 相

関 係 数 : r s = 0 . 1 4 6 ,  p < 0 . 0 1 ) ， 咀 嚼 能 率 ス コ ア  

( r s = 0 . 1 0 0 ,  p = 0 . 0 2 ) ， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  

( r s = 0 . 1 2 7 ,  p < 0 . 0 1 ) ， R S S T  ( r s = 0 . 0 8 8 ,  p < 0 . 0 1 ) ，

舌 圧  ( r s = 0 . 1 4 4 ,  p < 0 . 0 1 ) ， 開 口 量  ( r s = 0 . 1 6 5 ,  

p < 0 . 0 1 ) と 有 意 な 相 関 関 係 を 認 め た  ( 表 1 ) ．  

 一 方 ， 握 力 は ， 最 大 咬 合 力  ( r s = 0 . 2 2 3 ,  

p < 0 . 0 1 ) ，咀 嚼 能 率 ス コ ア  ( r s = 0 . 1 8 3 ,  p < 0 . 0 1 ) ，

刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  ( r s = 0 . 2 3 5 ,  p < 0 . 0 1 ) ，
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R S S T  ( r s = 0 . 3 2 1 ,  p < 0 . 0 1 ) ， 舌 圧  ( r s = 0 . 1 3 4 ,  

p < 0 . 0 1 ) ， 開 口 量  ( r s = 0 . 1 7 9 ,  p < 0 . 0 1 ) と 有 意 な

相 関 関 係 を 認 め た  ( 表 1 ) ．  

 ま た ， 筋 肉 量 と 握 力 と の 間 に 有 意 な 相 関 関

係 を 認 め た  ( r s = 0 . 4 2 0 ,  p < 0 . 0 1 ,  表 1 ) ．  

 

3 ．分 析 Ⅲ  低 握 力 群 と 正 常 群 に お け る 各 口 腔

機 能 の 差 の 検 討  

 7 3 歳 群 ， 8 3 歳 群 に お け る ， 低 握 力 群 ， 正 常

群 で の 各 口 腔 機 能 の 中 央 値  ( 四 分 位 範 囲 ， 表

2 ) な ら び に 平 均 値  ( 9 5 % 信 頼 区 間 ， 表 3 ) の 結

果 を 示 す ．  

 7 3 歳 群 男 性 で は ，咀 嚼 能 率 ス コ ア  ( p < 0 . 0 1 ，

表 2 ) ， R S S T  ( p < 0 . 0 1 ，表 2 ) ，開 口 量  ( p < 0 . 0 1 ，

表 3 ) の 3 項 目 に お い て ， 低 握 力 群 の 方 が 低 く

な り ， 有 意 差 が 認 め ら れ た ． 最 大 咬 合 力  

( p = 0 . 0 9 ，表 2 ) ，刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  ( p = 0 . 0 6 ，

表 3 ) に お い て は ， 両 群 間 に 有 意 差 は 認 め ら れ

な か っ た ．  

8 3 歳 群 男 性 で は ， 最 大 咬 合 力  ( p < 0 . 0 1 ， 表
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2 ) ， 咀 嚼 能 率 ス コ ア  ( p < 0 . 0 1 ， 表 2 ) ， R S S T  

( p = 0 . 0 1 ， 表 2 ) ， 舌 圧 ( p < 0 . 0 1 ， 表 3 ) の 4 項 目

に お い て ， 低 握 力 群 の 方 が 低 く な り ， 有 意 差

が 認 め ら れ た ．刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  ( p = 0 . 6 0 ，

表 3 ) ， 開 口 量  ( p = 0 . 0 7 ， 表 3 ) に お い て は ， 両

群 間 に 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  

7 3 歳 群 女 性 で は ， 最 大 咬 合 力  ( p < 0 . 0 1 ， 表

2 ) ， R S S T  ( p = 0 . 0 4 9 ， 表 2 ) の 2 項 目 に お い て 低

握 力 群 の 方 が 低 く な り ，有 意 差 が 認 め ら れ た ．

咀 嚼 能 率 ス コ ア  ( p = 0 . 1 4 ， 表 2 ) ， 刺 激 時 唾 液

分 泌 速 度  ( p = 0 . 5 8 ， 表 3 ) ， 開 口 量  ( p = 0 . 3 0 ，

表 3 ) に お い て は ， 両 群 間 に 有 意 差 は 認 め ら れ

な か っ た ．  

8 3 歳 群 女 性 で は ， 最 大 咬 合 力  ( p < 0 . 0 1 ， 表

2 ) ， 咀 嚼 能 率 ス コ ア  ( p < 0 . 0 1 ， 表 2 ) の 2 項 目

に お い て 低 握 力 群 の 方 が 低 く な り ， 有 意 差 が

認 め ら れ た ． 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  ( p = 0 . 4 0 ，

表 3 ) ， R S S T  ( p = 0 . 8 3 ， 表 2 ) ， 舌 圧  ( p = 0 . 0 6 ，

表 3 ) ， 開 口 量  ( p = 0 . 1 2 ， 表 3 ) に お い て は ， 両

群 間 に 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  
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4 ． 分 析 Ⅳ  年 齢 群 ， 性 別 ， 残 存 歯 数 を 調 整 し

た 上 で の ， 筋 肉 量 な ら び に 握 力 と 口 腔 機 能 と

の 関 連 つ い て の 検 討  

 7 3 歳 群 に お い て ， 従 属 変 数 を 最 大 咬 合 力 ，

刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 ， 開 口 量 ， 独 立 変 数 を 性

別 ， 残 存 歯 数 ， 握 力 と し た 重 回 帰 分 析 で は ，

握 力 は ， 性 別 ， 残 存 歯 数 を 調 整 し た 上 で も ，

最 大 咬 合 力  ( 握 力 の 標 準 化 回 帰 係 数 β = 0 . 0 8 ,  

p = 0 . 0 4 ) ， 開 口 量  ( β = 0 . 1 9 ,  p < 0 . 0 1 ) と 有 意 な 関

連 を 認 め た が ， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  ( β = 0 . 0 6 ,  

p = 0 . 2 7 ) と 有 意 な 関 連 を 認 め な か っ た  ( 表 4 ) ．

ま た ， 7 3 歳 群 に お い て ， 従 属 変 数 を 咀 嚼 能 率

ス コ ア ， R S S T ， 独 立 変 数 を 性 別 ， 残 存 歯 数 ，

握 力 と し た ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 で は ， 握

力 は ，性 別 ，残 存 歯 数 を 調 整 す る と ， R S S T  ( オ

ッ ズ 比 = 1 . 7 1 ,  p < 0 . 0 1 ) と は 有 意 な 関 連 を 認 め

た が ， 咀 嚼 能 率 ス コ ア  ( オ ッ ズ 比 = 0 . 9 0 ,  

p = 0 . 7 2 ) と 有 意 な 関 連 を 認 め な か っ た  ( 表 5 ) ． 

8 3 歳 群 に お い て ， 従 属 変 数 を 最 大 咬 合 力 ，
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刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 ， 開 口 量 ， 舌 圧 ， 独 立 変

数 を 性 別 ， 残 存 歯 数 ， 筋 肉 量 と し た 重 回 帰 分

析 で は ， 筋 肉 量 は ， 性 別 ， 残 存 歯 数 を 調 整 し

た 上 で も ， 舌 圧  ( 握 力 の β = 0 . 1 1 ,  p = 0 . 0 2 ) と 有

意 な 関 連 を 認 め た が ， 最 大 咬 合 力  ( β = 0 . 0 6 ,  

p = 0 . 1 0 ) ， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  ( β = - 0 . 0 4 ,  

p = 0 . 4 7 )  ， 開 口 量  ( β = 0 . 0 7 ,  p = 0 . 1 3 ) と 有 意 な

関 連 を 認 め な か っ た  ( 表 6 ) ． ま た ， 8 3 歳 群 に

お い て ， 従 属 変 数 を 咀 嚼 能 率 ス コ ア ， R S S T ，

独 立 変 数 を 性 別 ， 残 存 歯 数 ， 筋 肉 量 と し た 場

合 の ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 で は ，筋 肉 量 は ，

性 別 ， 残 存 歯 数 を 調 整 す る と ， 咀 嚼 能 率 ス コ

ア  ( オ ッ ズ 比 = 0 . 9 6 ,  p = 0 . 5 2 ) ， R S S T  ( オ ッ ズ 比

= 1 . 0 7 ,  p = 0 . 1 6 ) と 有 意 な 関 連 を 認 め な か っ た

( 表 7 ) ．  

8 3 歳 群 に お い て ， 従 属 変 数 を 最 大 咬 合 力 ，

刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 ， 開 口 量 ， 舌 圧 ， 独 立 変

数 を 性 別 ， 残 存 歯 数 ， 握 力 と し た 重 回 帰 分 析

で は ， 握 力 は ， 性 別 ， 残 存 歯 数 を 調 整 し た 上

で も ， 最 大 咬 合 力  ( β = 0 . 2 0 ,  p < 0 . 0 1 ) ， 舌 圧  
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( β = 0 . 2 2 ,  p < 0 . 0 1 ) ， 開 口 量  ( β = 0 . 1 6 ,  p < 0 . 0 1 ) と

有 意 な 関 連 を 認 め た が ， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  

( β = 0 . 0 3 ,  p = 0 . 6 0 ) と 有 意 な 関 連 を 認 め な か っ

た  ( 表 8 ) ． ま た ， 8 3 歳 群 に お い て ， 従 属 変 数

を 咀 嚼 能 率 ス コ ア ， R S S T ， 独 立 変 数 を 性 別 ，

残 存 歯 数 ， 握 力 と し た 場 合 の ロ ジ ス テ ィ ッ ク

回 帰 分 析 で は ， 握 力 は ， 性 別 ， 残 存 歯 数 を 調

整 し た 上 で も ， 咀 嚼 能 率 ス コ ア  ( オ ッ ズ 比

= 2 . 4 3 ,  p < 0 . 0 1 ) と 有 意 な 関 連 を 認 め た が ，

R S S T  ( オ ッ ズ 比 = 1 . 2 7 ,   p = 0 . 1 5 ) と は 有 意 な 関

連 を 認 め な か っ た  ( 表 9 ) ．  

 最 後 に ， 7 3 歳 群 と 8 3 歳 群 と を 合 わ せ て ，

全 参 加 者 を 対 象 に ， 従 属 変 数 を 最 大 咬 合 力 ，

刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 ， 開 口 量 ， 独 立 変 数 を 年

齢 群 ， 性 別 ， 残 存 歯 数 ， 握 力 と し た 重 回 帰 分

析 を 行 っ た ． そ の 結 果 ， 握 力 は ， 性 別 ， 残 存

歯 数 を 調 整 し た 上 で も ， 最 大 咬 合 力  ( β = 0 . 1 4 ,  

p < 0 . 0 1 ) ， 開 口 量  ( β = 0 . 1 8 ,  p < 0 . 0 1 ) と 有 意 な 関

連 を 認 め た が ， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  ( β = 0 . 0 5 ,  

p = 0 . 1 8 ) と 有 意 な 関 連 を 認 め な か っ た  ( 表 1 0 ) ．
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年 齢 群 は ， 最 大 咬 合 力  ( β = - 0 . 1 5 ,  p < 0 . 0 1 ) ， 刺

激 時 唾 液 分 泌 速 度  ( β = - 0 . 0 8 ,  p < 0 . 0 1 ) ， 開 口 量  

( β = - 0 . 0 8 ,  p < 0 . 0 1 ) と 有 意 な 関 連 を 認 め た  ( 表

1 0 ) ． ま た ， 7 3 歳 群 と 8 3 歳 群 と を 合 わ せ て ，

全 参 加 者 を 対 象 に ， 従 属 変 数 を 咀 嚼 能 率 ス コ

ア ， R S S T ， 独 立 変 数 を 年 齢 群 ， 性 別 ， 残 存 歯

数 ， 握 力 と し た ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行

っ た ． そ の 結 果 ， 握 力 は ， 性 別 ， 残 存 歯 数 を

調 整 し た 上 で も ， 咀 嚼 能 率 ス コ ア  ( オ ッ ズ 比

= 1 . 7 1 ,  p < 0 . 0 1 ) ，R S S T  ( オ ッ ズ 比 = 1 . 4 5 ,  p < 0 . 0 1 )

と 有 意 な 関 連 を 認 め た  ( 表 1 1 ) ． 年 齢 群 は ，

咀 嚼 能 率 ス コ ア  ( オ ッ ズ 比 = 1 . 5 3 ,  p = 0 . 0 2 ) と

有 意 な 関 連 を 認 め た が ， R S S T  ( オ ッ ズ 比 = 1 . 2 7 ,  

p = 0 . 0 6 ) と は 有 意 な 関 連 を 認 め な か っ た  ( 表

ｚ 1 1 ) ．   
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【 考 察 】  

1 ． 分 析 対 象 者 に つ い て  

 本 研 究 で は ， 対 象 地 域 の 住 民 基 本 台 帳 に 登

録 さ れ て い る 対 象 年 齢 の 者 す べ て に 調 査 依 頼

書 の 手 紙 を 送 り ， 調 査 参 加 に 同 意 が 得 ら れ た

者 の う ち ， 本 研 究 の 調 査 項 目 す べ て を 終 了 す

る こ と が で き た 者 を 分 析 対 象 者 と し た ． し た

が っ て ， 選 択 バ イ ア ス が 生 じ て い る 可 能 性 が

あ る た め ， 本 研 究 対 象 者 と ， 同 年 代 の 一 般 的

な 高 齢 者 と を い く つ か の 要 素 に つ い て 比 較 し

た ．  

 本 研 究 対 象 者 の 平 均 握 力 は ， 7 3 歳 群 男 性 で

は 3 2 . 0 k g f ， 7 3 歳 群 女 性 で は 1 9 . 4 k g f ， 8 3 歳

群 男 性 で は 2 5 . 8 k g f ， 8 3 歳 群 女 性 で は 1 5 . 8 k g f

で あ っ た ． 一 方 ， S e i n o ら は ， 6 つ の コ ホ ー ト

研 究 を ま と め た 結 果 ， 平 均 握 力 は ， 7 0  -  7 4 歳

男 性 で は 3 2 . 7 k g f ，8 0  -  8 4 歳 男 性 で は 2 7 . 7 k g f ，

7 0  -  7 4 歳 女 性 で は 2 1 . 2 k g f ，  8 0  -  8 4 歳 女 性

で は 1 7 . 4 k g f あ っ た と 報 告 し て い る  ( 3 4 ) ． 本

研 究 対 象 者 の 方 が ， S e i n o ら の 報 告 よ り も 握
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力 が わ ず か に 低 か っ た が ， ほ ぼ 同 様 の 結 果 と

な っ た ．  

本 研 究 対 象 者 の 平 均 残 存 歯 数 は ， 7 3 歳 群 で

は 2 0 . 1 本 ， 8 3 歳 群 で は 1 4 . 9 本 で あ っ た の に

対 し ， 平 成 2 3 年 歯 科 疾 患 実 態 調 査 の 7 0  -  7 4

歳 ， 8 0  -  8 4 歳 に お け る 平 均 残 存 歯 数 は ， そ れ

ぞ れ 1 7 . 3 本 ， 1 2 . 2 本 で あ っ た  ( 3 5 ) ． 本 研 究

対 象 者 の 方 が ，平 成 2 3 年 歯 科 疾 患 実 態 調 査 の

対 象 者 よ り も 平 均 残 存 歯 数 が 多 か っ た ． こ の

こ と か ら ，  本 研 究 対 象 者 は ，一 般 的 な 同 年 代

の 高 齢 者 よ り も 口 腔 の 健 康 が 良 好 で あ る こ と

が 推 察 さ れ る ．  

ま た ， 本 研 究 は ， 自 立 し た 生 活 を 送 っ て い

る 者 が 多 く ， 決 め ら れ た 日 時 に ， 調 査 会 場 へ

自 力 で 出 向 く こ と が 可 能 で あ っ た 者 を 対 象 と

し て い る こ と か ら ， 一 般 的 な 同 年 代 の 高 齢 者

と 比 べ ， 健 康 的 な 者 を 対 象 と し て い る 可 能 性

が あ る こ と を ， 考 慮 し な け れ ば な ら な い ．  

 

2 ． 研 究 方 法 に つ い て  
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1 )  咬 合 力 測 定 に つ い て  

 咬 合 力 の 測 定 法 に は ， ロ ー ド セ ル な ど を 咬

合 さ せ る こ と に よ っ て 個 歯 咬 合 力 を 測 定 す る

も の  ( 3 6 - 3 9 ) ， 歯 列 型 の シ ー ト な ど を 用 い て

全 歯 列 の 咬 合 力 を 測 定 す る も の  ( 4 0 - 4 3 ) ， 義

歯 に 取 り 付 け た ロ ー ド セ ル な ど を 介 し て 咬 合

時 の 上 下 顎 間 の 圧 力 を 測 定 す る も の  ( 4 4 ) な

ど が あ る ．  

個 歯 咬 合 力 は ， 測 定 す る 歯 の 状 態 が 大 き く

影 響 し ， 対 象 者 の 歯 列 全 体 の 状 態 を 反 映 し て

い る と は 言 え な い ． 義 歯 装 着 者 に お い て は ，

片 側 咬 合 と な る た め ， 義 歯 が 不 安 定 と な る 可

能 性 が あ る ． ま た ， 今 回 使 用 し た デ ン タ ル プ

レ ス ケ ー ル は ， 厚 さ 9 8 μ m と 非 常 に 薄 く ， 咬

頭 嵌 合 位 に 近 い 状 態 で 測 定 で き ， 全 歯 列 に よ

る 最 大 咬 合 力 を 計 測 す る こ と が 可 能 で あ る ．

ま た ， 測 定 時 に は シ ー ト 以 外 の 特 殊 な 機 器 は

使 用 せ ず ， 簡 便 で 短 時 間 に 測 定 を 行 う こ と が

可 能 で あ る た め ， 多 人 数 の 高 齢 者 を 対 象 と す

る 調 査 に 適 し て い る ． 加 え て ， 正 確 性  ( 4 5 )
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と 再 現 性  ( 4 6 ) が 高 い こ と も 報 告 さ れ て い る

こ と か ら ， 本 研 究 で は デ ン タ ル プ レ ス ケ ー ル

を 用 い て 全 歯 列 に よ る 最 大 咬 合 力 を 測 定 し た ． 

 

2 )  咀 嚼 能 率 測 定 に つ い て  

 こ れ ま で 行 わ れ て き た 検 査 用 グ ミ ゼ リ ー を

試 料 と し た 咀 嚼 能 率 測 定 法 に は ， グ ル コ ー ス

濃 度 測 定 法 や 色 素 濃 度 測 定 法 が あ る が ， こ れ

ら は グ ミ ゼ リ ー の 咬 断 片 表 面 積 増 加 量 を 指 標

と し た も の で ， 一 連 の 操 作 の 温 度 と 時 間 管 理

を 厳 密 に 規 定 す る こ と で 高 い 正 確 性 と 再 現 性

を 得 ら れ る こ と が 確 認 さ れ て い る  ( 4 7 ) ．し か

し ， こ れ ら の 方 法 は ， 専 用 の 測 定 装 置 の 設 置

が 必 要 と な り ，測 定 に 時 間 を 要 す る こ と か ら ，

多 人 数 の 被 験 者 に 対 し て 一 斉 に 調 査 を 行 う 場

合 に は 困 難 と な る ． そ こ で ， 本 研 究 で は ， 咀

嚼 能 率 を ス コ ア 法 に よ り 評 価 し た ． ス コ ア 法

に よ る 咀 嚼 能 率 の 測 定 は ， 測 定 機 器 を ま っ た

く 必 要 と せ ず ， 視 覚 資 料 を 用 い て 評 価 す る た

め ， 短 時 間 で 行 う こ と が 可 能 で あ る ． ス コ ア
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法 に よ る 咀 嚼 能 率 評 価 法 は ， 妥 当 性 が あ り ，

高 い 信 頼 性 を 有 す る 測 定 法 で あ る こ と が 示 さ

れ て い る  ( 1 9 ) ．  

 

3 )  刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 測 定 に つ い て  

 唾 液 分 泌 速 度 の 測 定 に は ， 安 静 時 唾 液 を 測

定 す る 方 法 と 刺 激 時 唾 液 を 測 定 す る 方 法 が あ

る ． 安 静 時 唾 液 は ， 口 腔 粘 膜 の 乾 燥 度 を 調 査

す る の に 適 し て い る と さ れ て い る  ( 4 8 ) ．一 方 ，

刺 激 時 唾 液 は ， 唾 液 腺 の 予 備 能 力 を 示 す も の

で あ り ， 咀 嚼 や 嚥 下 に 重 要 な 役 割 を 果 た す と

さ れ て い る  ( 4 8 ,  4 9 ) ．刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 は ，

安 静 時 に 比 べ て ， 日 内 変 動 が 少 な い こ と や ，

情 動 等 に よ る 変 化 が 少 な い  ( 5 0 ) こ と か ら ，一

定 の 時 間 帯 に 測 定 を 行 う こ と が 困 難 な 多 人 数

の 調 査 に お い て 利 点 が 大 き い  ( 5 1 ) ． ま た ， 本

研 究 で は ， 口 腔 機 能 の 一 つ と し て 唾 液 分 泌 速

度 を 測 定 す る た め ， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 を 測

定 す る こ と と し た ．  
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4 )  R S S T に つ い て  

 嚥 下 障 害 の 診 断 ・ 評 価 に は ， 嚥 下 造 影 検 査

( v i d e o f l u o r o s c o p i c  e x a m i n a t i o n  o f  

s w a l l o w i n g： V F ) が 最 も 正 確 に 評 価 で き る 方 法

と し て 用 い ら れ て い る が ， 設 備 や 被 曝 な ど の

問 題 が あ る ． そ こ で ， 安 全 か つ 簡 便 に 嚥 下 障

害 を ス ク リ ー ニ ン グ す る 方 法 と し て ， 嚥 下 運

動 を 外 部 か ら 観 察 す る 際 の 唯 一 の 指 標 と い え

る 喉 頭 挙 上 を 触 診 で 確 認 し ， そ の 回 数 を 数 え

る こ と で 数 値 化 す る 反 復 唾 液 嚥 下 テ ス ト  

( R e p e t i t i v e  S a l i v a  S w a l l o w i n g  T e s t :  R S S T ) が

考 案 さ れ た  ( 2 3 ) ． R S S T は ， V F に お け る 誤 嚥

所 見 と の 相 関 が 高 く ， 誤 嚥 の 有 無 の 判 別 に 関

す る 感 度 が 非 常 に 高 い こ と か ら ． 嚥 下 障 害 の

評 価 と し て は ， ま ず R S S T に て ス ク リ ー ニ ン

グ を 行 い ， 3 0 秒 間 で 3 回 未 満 の 場 合 は さ ら に

詳 細 な 病 歴 ， 身 体 所 見 を と り ， 必 要 と 判 断 さ

れ れ ば V F を 行 い ， 治 療 方 針 を 決 定 す る こ と

が 妥 当 で あ る と さ れ て い る  ( 5 2 ) ．  
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5 )  舌 圧 測 定 に つ い て  

 舌 は 咀 嚼 ・ 嚥 下 運 動 に お い て 大 き な 役 割 を

担 う が ， 舌 の 運 動 機 能 は 非 常 に 複 雑 で あ り ，

発 揮 す る 力 の 大 き さ ， 方 向 ， 速 さ や リ ズ ム な

ど ， す べ て を 簡 単 な 数 値 で 表 す こ と は 困 難 で

あ る ． そ の 中 で ， H a y a s h i ら は ， 口 腔 内 に 取

り 込 ん だ 食 品 を 舌 が 口 蓋 前 方 部 と の 間 で 押 し

つ ぶ す 力 を 舌 圧 と 定 義 し た  ( 2 5 ) ． ま た ， 舌 圧

は 握 力 や 背 筋 力 な ど と 同 様 に ， 単 純 な 数 値 と

し て 表 す こ と が で き ， 数 値 が 大 き け れ ば 良 好

と さ れ ， 数 値 が 増 加 す れ ば 機 能 改 善 と 考 え ら

れ る と い く つ か の 文 献 で 報 告 さ れ て い る  ( 5 3 ,  

5 4 ) ．  

本 研 究 で 用 い た J M S 舌 圧 測 定 器 は ， 空 気 を

入 れ た プ ロ ー ブ の バ ル ー ン 部 を 舌 と 口 蓋 前 方

部 で 押 し つ ぶ し た 際 に 生 じ る 風 船 内 部 の 圧 力

の 増 加 値 を 舌 圧 と し て 測 定 す る も の で あ る ．

Y o s h i d a ら は ， 舌 圧 と 食 事 中 の む せ の 関 係 を  

( 5 3 ) ， O n o ら は 高 齢 者 の 嚥 下 時 の 食 物 残 留 と

の 関 係 を 明 ら か に し て  ( 5 5 ) ， 高 齢 者 の 摂 食 ・
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嚥 下 機 能 を 評 価 す る 際 の 舌 圧 測 定 の 有 効 性 を

報 告 し て い る ．  

 

6 )  筋 肉 量 測 定 に つ い て  

 サ ル コ ペ ニ ア の 診 断 に お け る 筋 肉 量 の 評 価

に は 様 々 な 方 法 が 用 い ら れ る ． 身 体 画 像 イ メ

ー ジ 法 と し て ，コ ン ピ ュ ー タ 断 層 撮 影  ( C T ス

キ ャ ン ) ，磁 気 共 鳴 画 像 法  ( M R I ) な ら び に 二 重

エ ネ ル ギ ー X 線 吸 収 測 定 法  ( D X A 法 ) が 挙 げ

ら れ る ． C T な ら び に M R I は ， 体 内 の 他 の 軟

部 組 織 か ら 脂 肪 を 切 り 離 す こ と が で き る ， 非

常 に 正 確 な 画 像 シ ス テ ム で あ る ． D X A 法 は ，

二 種 類 の 強 さ の X 線 を 生 体 に 照 射 し ， そ れ ぞ

れ の 減 衰 率 か ら 身 体 組 織 の 組 成 量 を ，骨 塩 量 ，

脂 肪 量 ， 除 脂 肪 量  ( ≒ 内 蔵 ， 筋 肉 ) の 3 種 に 分

け 計 測 す る 方 法 で ， C T ・ M R I と 並 ん で 精 度 の

高 い 測 定 法 で あ る ． こ れ ら の 身 体 画 像 イ メ ー

ジ 法 は ， 高 精 度 で あ る 反 面 ， 放 射 線 被 曝 ， 高

額 な 設 備 ， 専 門 の 技 師 に よ る 測 定 が 必 要 と な

る こ と な ど が 問 題 と な る  ( 8 ) ．  



39 

本 研 究 で 使 用 し た デ ュ ア ル 周 波 数 体 組 成 計

( D C - 3 2 0 ， タ ニ タ 社 ) は ， 生 体 イ ン ピ ー ダ ン ス

分 析  ( B I A 法 ) を 利 用 し た も の で あ る ． B I A 法

は ， 高 額 な 設 備 を 必 要 と せ ず ， 安 全 に 計 測 を

行 う こ と が 可 能 で あ る ． B I A 法 は ， M R I と 良

好 な 相 互 関 係 が あ る と さ れ ， 予 測 式 は 多 く の

民 族 の 成 人 に 対 し て 妥 当 性 が 示 さ れ て い る  

( 5 6 ) ． そ の た め ， B I A 法 は D X A 法 の 代 替 方 法

と し て 有 用 で あ る と 考 え ら え る ．  

 た だ し ， 本 研 究 で 使 用 し た 体 組 成 計 で 算 出

さ れ る 筋 肉 量 は ， 体 幹 を 含 め た 身 体 全 体 の 筋

肉 量 で あ る ． サ ル コ ペ ニ ア 診 断 に 用 い ら れ る

筋 肉 量 は ， 四 肢 骨 格 筋 の 筋 肉 量 で あ る た め ，

本 研 究 で 測 定 さ れ た 筋 肉 量 を 基 に ， サ ル コ ペ

ニ ア の 診 断 を 行 う こ と は 不 可 能 で あ る こ と は

留 意 し て お く 必 要 が あ る ．  

 

7 )  握 力 の 測 定 に つ い て  

握 力 は ， 下 肢 筋 力 ， 膝 の 屈 伸 筋 力 ， ふ く ら

は ぎ の 筋 断 面 積 と 密 接 に 関 連 す る こ と が 報 告
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さ れ て い る こ と か ら  ( 5 7 ) ，全 身 の 筋 力 指 標 と

し て 考 え る こ と が で き る ． ま た ， サ ル コ ペ ニ

ア の 診 断 基 準 の 一 つ と さ れ て い る  ( 1 ) ． 握 力

測 定 は ， 膝 の 屈 伸 筋 力 な ど と 比 べ ， 特 殊 な 装

置 を 必 要 と せ ず ， 安 価 な 握 力 計 の み で 計 測 可

能 で あ る ． さ ら に ， 測 定 の た め に 訓 練 を 必 要

と し な い た め ， 短 時 間 で 多 人 数 の 被 験 者 に 対

し て 調 査 を 行 う 場 合 に 有 用 で あ る と 考 え ら れ

る ．  

L e o n g ら は ，1 7 か 国 で 3 5 - 7 0 歳 の 約 1 4 万 人

を 対 象 と し て 行 わ れ た T h e  P r o s p e c t i v e  

U r b a n - R u r a l  E p i d e m i o l o g y  ( P U R E )  s t u d y よ り ，

握 力 の 低 下 が ， 心 血 管 系 疾 患 な ら び に 非 心 血

管 系 疾 患 が 原 因 と な る 死 亡 率 ， 心 筋 梗 塞 ， 脳

梗 塞 と 有 意 な 関 連 を 認 め る こ と を 報 告 し て い

る  ( 5 8 ) ． ま た ， 心 疾 患 に 関 連 す る 死 亡 の リ ス

ク 比 は ， 収 縮 期 血 圧 よ り 握 力 の 方 が 高 か っ た

こ と も 併 せ て 報 告 し て い る  ( 5 8 ) ．こ れ ら の こ

と か ら ， 握 力 は ， 全 身 の 筋 力 の み な ら ず ， 健

康 度 を 予 測 す る こ と の で き る 指 標 に な り 得 る
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と し て ， 近 年 注 目 さ れ て い る ．  

 

3 ． 研 究 結 果 に つ い て  

分 析 Ⅰ に お い て ， 二 元 配 置 分 散 分 析 な ら び

に t 検 定 に よ り ，  8 3 歳 群 の 方 が 7 3 歳 群 よ り

も ， 女 性 の 方 が 男 性 よ り も ， 残 存 歯 数 ， 最 大

咬 合 力 ， 咀 嚼 能 率 ス コ ア ， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速

度 ， R S S T ， 開 口 量 ， 舌 圧 ， 筋 肉 量 ， 握 力 は 低

く ， 有 意 差 を 認 め た ． こ れ は ， 加 齢 に 伴 い ，

様 々 な 機 能 が 低 下 し て い く こ と や ， 男 女 間 で

体 格 や 生 理 機 能 が 異 な る た め と 考 え ら れ る ．  

 分 析 Ⅱ で は ， 筋 肉 量 な ら び に 握 力 と ， 口 腔

機 能 と の 関 連 を 検 討 す る た め に ， S p e a r m a n の

順 位 相 関 係 数 の 検 討 を 行 っ た ． そ の 結 果 ， 筋

肉 量 な ら び に 握 力 と も に ， 最 大 咬 合 力 ， 咀 嚼

能 率 ス コ ア ， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 ， R S S T ， 舌

圧 ， 開 口 量 と い っ た 今 回 計 測 を 行 っ た す べ て

の 口 腔 機 能 と 有 意 な 相 関 関 係 が 認 め ら れ た ．  

 分 析 Ⅲ で は ， A W G S に よ る サ ル コ ペ ニ ア 診

断 基 準 に よ り 低 握 力 群 と 分 類 さ れ た 者 と ， そ
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う で な い 者 に お け る 口 腔 機 能 の 差 の 検 討 を 行

っ た ． そ の 結 果 ， 7 3 歳 群 男 性 で は ， 咀 嚼 能 率

ス コ ア ， R S S T ， 開 口 量 の 3 項 目 に お い て 有 意

差 が 認 め ら れ ，8 3 歳 群 男 性 で は ，最 大 咬 合 力 ，

咀 嚼 能 率 ス コ ア ， R S S T ， 舌 圧 の 4 項 目 に お い

て 有 意 差 が 認 め ら れ た ． 一 方 ， 7 3 歳 群 女 性 で

は ， 最 大 咬 合 力 ， R S S T の 2 項 目 に お い て 有 意

差 が 認 め ら れ ，8 3 歳 群 女 性 で は ，最 大 咬 合 力 ，

咀 嚼 能 率 ス コ ア の 2 項 目 に お い て 有 意 差 が 認

め ら れ た ．  

分 析 Ⅱ ， 分 析 Ⅲ よ り ， 二 変 量 間 の 分 析 に お

い て ， 筋 肉 量 な ら び に 握 力 は 様 々 な 口 腔 機 能

と 関 連 が 認 め ら れ た ． そ こ で ， 分 析 Ⅳ で は ，

多 変 量 解 析  ( 重 回 帰 分 析 な ら び に ロ ジ ス テ ィ

ッ ク 回 帰 分 析 ) を 用 い て ，口 腔 機 能 と 筋 肉 量 な

ら び に 握 力 と の 関 連 に つ い て 検 討 を 行 っ た ．

残 存 歯 数 は ， こ れ ま で 咬 合 力 や 咀 嚼 能 率 ， 唾

液 分 泌 ， 嚥 下 機 能 と 関 連 す る  ( 3 0 - 3 3 ) と 報 告

さ れ て い る た め ， 残 存 歯 数 の 影 響 を 調 整 し た

上 で も ， 筋 肉 量 な ら び に 握 力 が 口 腔 機 能 と 関
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連 し て い る か と い う こ と を 検 証 す る た め に ，

分 析 Ⅳ で は 残 存 歯 数 を 独 立 変 数 に 含 め た ． ま

た ， 特 定 の 口 腔 機 能 と 密 接 に 関 連 が 予 測 さ れ

る 指 標 は そ れ ぞ れ 考 え ら れ る が ， す べ て の 口

腔 機 能 に お い て ，分 析 条 件 を 同 一 と す る た め ，

独 立 変 数 は 性 別 ， 残 存 歯 数 ， 握 力 も し く は 筋

肉 量 の み と し て い る ． ま た ， 年 齢 群 を 分 け て

分 析 を 行 う こ と で ， 年 齢 の 影 響 を 除 外 し て い

る ． 7 3 歳 群 に お け る 多 変 量 解 析 の 結 果 ， 握 力

は ， 最 大 咬 合 力 ， R S S T ， 開 口 量 の 3 項 目 と 有

意 な 関 連 が 認 め ら れ た ． 8 3 歳 群 に お い て ， 独

立 変 数 を 筋 肉 量 と し た 多 変 量 解 析 で は ， 筋 肉

量 は ，舌 圧 と 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た ．ま た ，

8 3 歳 群 に お い て ，独 立 変 数 を 握 力 と し た 多 変

量 解 析 で は ， 握 力 は 最 大 咬 合 力 ， 咀 嚼 能 率 ス

コ ア ， 開 口 量 ， 舌 圧 の 4 項 目 と 有 意 な 関 連 が

認 め ら れ た ． 一 方 ， 7 3 歳 群 ， 8 3 歳 群 を 一 つ の

集 団 と し ， 年 齢 群 を 独 立 変 数 に 加 え た 多 変 量

解 析 の 結 果 ， 握 力 は ， 最 大 咬 合 力 ， 咀 嚼 能 率

ス コ ア ， R S S T ， 開 口 量 の 4 項 目 と 有 意 な 関 連
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が 認 め ら れ た ． こ れ ら の 結 果 よ り ， 握 力 は ，

7 3 歳 群 ，8 3 歳 群 に お い て 多 く の 口 腔 機 能 と 有

意 な 関 連 が 認 め ら れ ， ま た ， 握 力 は 筋 肉 量 よ

り も 多 く の 口 腔 機 能 と 関 連 が 認 め ら れ た ． さ

ら に ， 年 齢 の 影 響 を 調 整 し た 場 合 で も ， 握 力

は ， 多 く の 口 腔 機 能 と 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ

た ． 本 研 究 の 結 果 よ り ， 握 力 は ， 咀 嚼 ・ 嚥 下

機 能 と 関 連 す る こ と が 示 唆 さ れ た ．  

最 大 咬 合 力 と 握 力 と の 関 連 に つ い て の 報 告

は 少 な い が ， I i n u m a ら は ， 自 立 し た 生 活 を 送

る 高 齢 者 4 8 9 名  ( 平 均 年 齢 8 7 . 8  ±  2 . 2 歳 ) を 対

象 と し た T o k y o  O l d e s t  O l d  S u r v e y  o n  T o t a l  

H e a l t h  ( T O O T H )  S t u d y の 結 果 か ら ， 個 歯 咬 合

力 は ，男 性 に お い て ，椅 子 立 ち 上 が り テ ス ト ，

片 足 立 ち 時 間 ， 握 力 と 関 連 す る と 報 告 し て い

る  ( 1 3 ) ． 本 研 究 で は ， I i n u m a ら の 研 究 と は 咬

合 力 の 測 定 法 は 異 な る が ， 同 様 の 結 果 が 認 め

ら れ た ．  

こ れ ま で に 咀 嚼 能 率 と 筋 肉 量 な ら び に 握 力

と の 関 連 に つ い て い く つ か 報 告 さ れ て い る ．
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M u r a k a m i ら は ， 東 京 都 在 住 の 高 齢 者 7 6 1 名  

( 平 均 年 齢 7 3 . 0  ±  5 . 1 歳 ) を 対 象 と し て ，年 齢 ，

B M I ， 残 存 歯 数 ， 最 大 咬 合 力 を 調 整 し た 上 で

も ， サ ル コ ペ ニ ア の 有 無 は 咀 嚼 能 力 と 有 意 な

関 連 が 認 め ら れ る と 報 告 し た  ( 1 4 ) ． I z u n o ら

は ，自 立 し た 生 活 を 送 る 高 齢 者 6 6 名  ( 平 均 年

齢 7 0 . 3  ±  5 . 9 歳 ) を 対 象 と し て ，握 力 は 年 齢 ，

性 別 ， B M I ， 運 動 習 慣 ， 残 存 歯 数 を 調 整 し た

上 で も ， 咀 嚼 能 率 と 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ る

と 報 告 し て い る  ( 1 5 ) ． 本 研 究 で は ， こ れ ま で

の 研 究 と は 咀 嚼 能 率 の 測 定 法 は 異 な る が ， 同

様 の 結 果 が 認 め ら れ た ．こ れ に よ り ，握 力 は ，

残 存 歯 数 や 咬 合 力 ， B M I な ど と 同 様 に ， 咀 嚼

能 率 に 関 連 す る 因 子 の 一 つ で あ る こ と が 示 唆

さ れ た ．  

刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 と 筋 肉 量 な ら び に 握 力

と の 関 連 に つ い て の 報 告 は な く ， 本 研 究 に お

い て も 有 意 な 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ． 唾 液

分 泌 速 度 は ， 年 齢 ， 性 別 ， 薬 剤 の 副 作 用 な ど

に よ っ て 低 下 す る こ と が 報 告 さ れ て い る  ( 2 2 ,  
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5 9 ,  6 0 ) ． 刺 激 時 唾 液 は ， 筋 肉 量 や 筋 力 の 影 響

よ り も ， 服 用 薬 剤 な ど 他 の 要 因 の 影 響 が 強 い

た め に ， 本 研 究 で は ， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 と

筋 肉 量 な ら び に 筋 力 と の 関 連 が 認 め ら れ な か

っ た と 考 え ら れ る ．  

こ れ ま で に ，R S S T と 筋 肉 量 な ら び に 握 力 と

の 関 連 に つ い て の 報 告 は み ら れ な い ． 本 研 究

で は ， 多 変 量 解 析 の 結 果 ， R S S T と 握 力 と の 間

に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た ． 嚥 下 運 動 に は ，

主 に 舌 骨 下 筋 群 が 関 与 し て い る  ( 6 1 ) と 考 え

ら れ る が ， 体 幹 四 肢 の 筋 力 が 低 下 し て い る 者

で は ， 舌 骨 下 筋 群 の 筋 力 も 同 様 に 低 下 し て い

る と 推 測 さ れ る た め ， 握 力 と R S S T と の 間 に

有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た と 考 え ら れ る ． R S S T

に は ， 唾 液 分 泌 量 や 末 梢 ， 中 枢 神 経 機 能 と い

っ た 多 数 の 因 子 が 関 連 す る と さ れ て い る が ，

握 力 も R S S T に 関 連 す る 因 子 の 一 つ と し て 考

え ら れ る ．  

舌 圧 と 筋 肉 量 な ら び に 握 力 と の 関 連 に つ い

て は ， こ れ ま で に い く つ か 報 告 さ れ て い る ．
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T s u g a ら は ， 介 護 ケ ア を 受 け て お り フ レ イ ル  

( 虚 弱 ) と 考 え ら れ る 高 齢 者 1 2 9 名  ( 平 均 年 齢

8 4  ±  8 歳 ) を 対 象 と し て ， 舌 圧 を 測 定 し た 結

果 ， フ レ イ ル と な っ て い る 高 齢 者 の 舌 圧 は ，

健 康 で 2 8 本 の 歯 を 有 す る 7 0  -  7 9 歳 6 1 名 を

対 象 と し て ， 舌 圧 測 定 を 行 っ た 過 去 の 研 究 結

果 と 比 べ て ， 低 い こ と を 報 告 し て い る  ( 6 2 ) ．

B u e h r i n g ら は ， 自 立 し た 生 活 を 送 る 7 0 歳 以

上 の 高 齢 者 9 7 名  ( 平 均 年 齢 8 0 . 7 歳 ) を 対 象 と

し て ， 舌 圧 が 低 い 者 ほ ど ， 握 力 ， 跳 躍 高 さ ，

跳 躍 力 が 低 い こ と を 報 告 し て い る  ( 6 3 ) ．そ の

ほ か ， 舌 圧 は サ ル コ ペ ニ ア や 握 力 と 関 連 す る

こ と が 報 告 さ れ て い る  ( 6 4 ,  6 5 ) ．本 研 究 で も ，

こ れ ま で の 研 究 と 同 様 に ， 舌 圧 と 筋 肉 量 な ら

び に 握 力 と の 関 連 が 認 め ら れ た ．  

開 口 量 と 握 力 と の 関 連 に つ い て は ， こ れ ま

で 報 告 さ れ て い な い が ， 本 研 究 で は ， 開 口 量

と 握 力 と の 関 連 が 認 め ら れ た ． 開 口 に は ， 顎

二 腹 筋 ， 顎 舌 骨 筋 ， オ ト ガ イ 舌 骨 筋 な ど の 舌

骨 上 筋 群 が 関 与 し て い る ． そ の た め ， 体 幹 四
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肢 の 筋 力 低 下 と と も に こ れ ら の 筋 力 が 低 下 す

る こ と に よ り ， 開 口 量 が 低 下 す る も の と 考 え

ら れ る ． し か し な が ら ， 開 口 量 に は 顎 関 節 の

状 態 も 大 き く 影 響 し ， 筋 力 は 開 口 量 に 影 響 を

与 え る 因 子 の 一 つ と 考 え ら れ る ．  

前 述 の よ う に サ ル コ ペ ニ ア の 診 断 に は ， 筋

肉 量 の 低 下 が 必 須 項 目 と さ れ て い る が ， 本 研

究 の 結 果 で は ， 握 力 す な わ ち ， 筋 力 の 方 が 筋

肉 量 よ り も 多 く の 口 腔 機 能 と 関 連 が 認 め ら れ

た ． こ の こ と か ら ， 口 腔 機 能 は ， 形 態 学 的 な

指 標 で あ る 筋 肉 量 よ り ， 握 力 と い う 機 能 的 な

指 標 の 方 が 関 連 が 強 い 可 能 性 が 考 え ら れ る ．

筋 肉 量 と 握 力 で 口 腔 機 能 と の 関 連 に 違 い が 生

じ た 理 由 の 一 つ と し て ， 筋 力 低 下 が 必 ず し も

筋 肉 量 低 下 と 同 時 に 生 じ る わ け で は な い こ と

が 考 え ら れ る ．M a n i n i ら は ，サ ル コ ペ ニ ア は ，

加 齢 に 伴 う 筋 肉 量 の 低 下 と ， 筋 力 低 下 あ る い

は 身 体 機 能 低 下 に よ り 診 断 さ れ る と い う こ れ

ま で の 考 え 方 と は 異 な り ， 加 齢 に 伴 う 筋 肉 量

低 下 を s a r c o p e n i a ， 加 齢 に 伴 う 筋 力 低 下 を
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d y n a p e n i a と 定 義 し ， d y n a p e n i a  ( 筋 力 低 下 ) は

s a r c o p e n i a  ( 筋 肉 量 低 下 ) よ り も ， 身 体 機 能 低

下 や 身 体 機 能 障 害 と 関 連 す る と 報 告 し て い る  

( 6 6 ) ． ま た ， M a n i n i ら は ， d y n a p e n i a 発 症 に

は ， 中 枢 神 経 の 活 動 低 下 な ど に よ る 神 経 系 の

発 症 要 因 と ， 筋 線 維 の 構 造 ， 機 能 変 化 に よ る

筋 肉 系 の 発 症 要 因 の 双 方 か ら 生 じ る と 述 べ て

お り ( 6 6 ) ， s a r c o p e n i a は 筋 肉 系 の d y n a p e n i a

発 症 要 因 に 含 ま れ る と し て い る  ( 6 6 ) ．す な わ

ち ， s a r c o p e n i a は ， い く つ か あ る d y n a p e n i a

発 症 要 因 の 一 つ で は な い か と し て い る ．ま た ，

D e l m o n i c o ら は ， 健 康 な 7 0  -  7 9 歳 の 高 齢 者

3 0 7 5 名 を 対 象 と し た 縦 断 研 究 で あ る H e a l t h  

A B C  S t u d y に よ り ， 筋 肉 量 が 低 下 し た 者 ほ ど

筋 力 低 下 は 早 く 進 行 す る が ， 筋 肉 量 を 維 持 で

き て い た 者 で も 筋 力 低 下 は 防 止 で き る わ け で

は な か っ た と 報 告 し て い る  ( 6 7 ) ．  

食 物 を 摂 取 す る 際 ， ま ず ， 口 腔 内 に 食 物 を

挿 入 す る た め に は ， 開 口 筋 を 緊 張 さ せ る こ と

に よ る ， 大 き な 開 口 が 必 要 と な る ． 次 に ， 適



50 

切 な 咬 合 力 を 発 揮 し 食 物 を 咬 断 ， 粉 砕 す る こ

と が 必 要 で あ る ． さ ら に ， 一 度 噛 ん だ 食 片 を

舌 と 頬 を 用 い て 再 度 咬 合 面 に 載 せ ， 咀 嚼 を 繰

り 返 す ． そ し て ， 嚥 下 に は 舌 内 筋 や 舌 骨 上 ・

下 筋 群 の 筋 力 が 必 須 で あ る ． こ の よ う に ， 食

物 摂 取 の 始 ま り か ら 嚥 下 ま で ， 適 切 な 筋 力 が

な け れ ば な ら な い こ と は 容 易 に 想 像 で き る ．

そ の た め ， 筋 肉 量 の 減 少 や ， 神 経 筋 機 構 の 不

調 和 に よ り 生 じ る 筋 力 の 低 下 は ， 特 定 の 口 腔

機 能 だ け で な く ，咀 嚼 ，嚥 下 ，開 口 と い っ た ，

様 々 な 口 腔 機 能 の 低 下 に 関 連 す る と 考 え ら れ

る ．  

 

4 ． 本 研 究 の 意 義  

 本 研 究 は ， 口 腔 機 能  ( 最 大 咬 合 力 ， 咀 嚼 能

率 ス コ ア ，刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 ，R S S T ，舌 圧 ，

開 口 量 ) と 筋 肉 量 な ら び に 握 力 と の 関 連 に つ

い て ， 比 較 的 健 康 な 地 域 住 民 の 高 齢 者 を 対 象

と し て 検 討 し た も の で あ る ． 本 研 究 に よ り ，

筋 肉 量 な ら び に 握 力 と ， 咀 嚼 ， 嚥 下 ， 開 口 等
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の 様 々 な 口 腔 機 能 と の 間 に 関 連 が 認 め ら れ ，

特 に 握 力 は ， 筋 肉 量 よ り も 多 く の 口 腔 機 能 と

関 連 す る こ と が 示 さ れ た ．  

こ れ ま で に 報 告 さ れ て い る ， 口 腔 機 能 と 低

栄 養 と の 関 連 ， 低 栄 養 と 筋 力 低 下 ， サ ル コ ペ

ニ ア と の 関 連 に 加 え ， 本 研 究 に よ り ， 筋 力 低

下 と 口 腔 機 能 と の 関 連 が 認 め ら れ た こ と に よ

り ， 咀 嚼 ・ 嚥 下 機 能 低 下 か ら 低 栄 養 ， サ ル コ

ペ ニ ア へ と 至 る 負 の ス パ イ ラ ル へ と 陥 る 可 能

性 が 示 さ れ た ． こ の 負 の ス パ イ ラ ル か ら 抜 け

出 す た め に は ，咀 嚼 ・ 嚥 下 機 能 低 下 ，低 栄 養 ，

筋 力 低 下 に 対 し て ， 歯 科 医 師 の ほ か ， 栄 養 指

導 や 運 動 訓 練 を 行 う 様 々 な 職 種 が 連 携 し ， サ

ル コ ペ ニ ア に 対 処 す る こ と で ， 高 齢 者 の 健 康

状 態 を 維 持 し ， 機 能 低 下 を 予 防 す る こ と が 重

要 で あ る と 考 え ら れ る ．  

ま た ， す で に 筋 力 の 低 下 が 疑 わ れ る 高 齢 者

に 対 し ， 歯 科 治 療 ， 特 に 補 綴 治 療 を 通 じ て 口

腔 機 能 の 回 復 を 図 る 場 合 ， 治 療 前 に 握 力 の 測

定 を 行 い ， 全 身 的 な 筋 力 の 状 態 を 把 握 し て お
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く こ と が ， 補 綴 治 療 を 行 う こ と で ， ど の 程 度

ま で 口 腔 機 能 の 回 復 が 見 込 め る の か を 予 測 す

る 上 で も 重 要 で あ る と 考 え ら れ る ． 筋 力 が 低

下 し て お り ， 補 綴 治 療 の み で は 良 好 な 口 腔 機

能 を 得 る こ と が 困 難 で あ る と 予 測 さ れ る 場 合 ，

食 形 態 の 変 更 な ど を 行 い ， 患 者 の 栄 養 状 態 を

維 持 す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る ．  

本 研 究 の 結 果 よ り ， 高 齢 者 の 口 腔 機 能 を 改

善 す る こ と で ， 栄 養 摂 取 状 態 を 改 善 し ， 筋 力

の 維 持 を 図 る だ け で な く ， 体 幹 四 肢 の 筋 力 ト

レ ー ニ ン グ を 行 う こ と で ， 口 腔 機 能 を 改 善 す

る こ と が で き る 可 能 性 が 示 さ れ た ．  

 

【 総 括 な ら び に 結 論 】  

 自 立 し た 生 活 を 送 る 7 3 歳 ， 8 3 歳 の 高 齢 者

に お い て ， 全 身 の 筋 力 指 標 で あ る 握 力 は 多 く

の 口 腔 機 能 と 関 連 す る こ と が 明 ら か と な っ た ．  
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l o n g i t u d i n a l  s t u d y .  J  D e n t  R e s  1 9 9 9 ;  7 8 :  

1 6 4 0 - 1 6 4 6 .  

2 3 .   小 口 和 代 ,  才 藤 栄 一 ,  水 野 雅 康 ,  馬 場 尊 ,

奥 井 美 枝 ,  鈴 木 美 保 .  機 能 的 嚥 下 障 害 ス ク リ

ー ニ ン グ テ ス ト 「 反 復 唾 液 嚥 下 テ ス ト 」  

( t h e  R e p e t i t i v e  S a l i v a  S w a l l o w i n g  T e s t :  R S S T )  

の 検 討  ( 1 )  正 常 値 の 検 討 .  リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 医 学  2 0 0 0 ;  3 7 :  3 7 5 - 3 8 2 .  

2 4 .   H o r i  K ,  O n o  T ,  T a m i n e  K ,  K o n d o  J ,  

H a m a n a k a  S ,  H a t s u d a  M  e t  a l .  N e w l y  d e v e l o p e d  

s e n s o r  s h e e t  f o r  m e a s u r i n g  t o n g u e  p r e s s u r e  

d u r i n g  s w a l l o w i n g .  J  P r o s t h o d o n t  R e s  2 0 0 9 ;  

5 3 :  2 8 - 3 2 .  

2 5 .   H a y a s h i  R ,  T s u g a  K ,  H o s o k a w a  R ,  
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Y o s h i d a  M ,  S a t o  Y , A k a g a w a  Y .  A  n o v e l  h a n d y  

p r o b e  f o r  t o n g u e  p r e s s u r e  m e a s u r e m e n t .  I n t  J  

P r o s t h o d o n t  2 0 0 2 ;  1 5 :  3 8 5 ‒ 3 8 8 .  

2 6 .   A d a m s  V ,  M a t h i s e n  B ,  B a i n e s  S ,  L a z a r u s  

C ,  C a l l i s t e r  R .  R e l i a b i l i t y  o f  m e a s u r e m e n t s  o f  

t o n g u e  a n d  h a n d  s t r e n g t h  a n d  e n d u r a n c e  u s i n g  

t h e  I o w a  O r a l  P e r f o r m a n c e  I n s t r u m e n t  w i t h  

h e a l t h y  a d u l t s .  D y s p h a g i a  2 0 1 4 ;  2 9 :  8 3 - 9 5 .  

2 7 .   S t e e l e  C M ,  B a i l e y  G L ,  M o l f e n t e r  S M ,  

Y e a t e s  E M .  R a t i o n a l e  f o r  s t r e n g t h  a n d  s k i l l  

g o a l s  i n  t o n g u e  r e s i s t a n c e  t r a i n i n g :  A  r e v i e w .  

P e r s p e c t  S w a l l o w  S w a l l o w  D i s o r d  2 0 0 9 ;  1 8 :  

4 9 – 5 4 .  

2 8 .   A r a i  H ,  A k i s h i t a  M ,  C h e n  L K .  G r o w i n g  

r e s e a r c h  o n  s a r c o p e n i a  i n  A s i a .  G e r i a t r  

G e r o n t o l  I n t  2 0 1 4 ;  1 4 ( 1 ) :  1 – 7 .  

2 9 .   対 馬 栄 輝 .  医 療 用 研 究 論 文 の 読 み 方 ・ ま

と め 方 ― 論 文 の P E C O か ら 正 し い 統 計 的 判 断

ま で .  東 京 :  東 京 図 書 ;  2 0 1 1 ,  1 2 1 - 1 2 4 .  

3 0 .   T s u g a  k ,  C a r l s s o n  G . E  O s t e r b e r g  T ,  
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K a r l s s o n  S .  S e l f - a s s e s s e d  m a s t i c a t o r y  a b i l i t y  

i n  r e l a t i o n  t o  m a x i m a l  b i t e  f o r c e  a n d  d e n t a l  

s t a t e  i n  8 0 - y e a r - o l d  s u b j e c t s .  J  O r a l  R e h a b i l .  

1 9 9 8 ;  2 5 ( 2 ) :  1 1 7 - 1 2 4 .  

3 1 .   O k a m o t o  N ,  T o m i o k a  K ,  S a e k i  K ,  I w a m o t o  

J ,  M o r i k a w a  M ,  H a r a n o  A  e t  a l .  R e l a t i o n s h i p  

b e t w e e n  s w a l l o w i n g  p r o b l e m s  a n d  t o o t h  l o s s  i n  

c o m m u n i t y - d w e l l i n g  i n d e p e n d e n t  e l d e r l y  

a d u l t s :  t h e  F u j i w a r a - k y o  s t u d y .  J  A m  G e r i a t r  

S o c  2 0 1 2 ;  6 0 ( 5 ) :  8 4 9 - 8 5 3 .  

3 2 .   I k e b e  K ,  M a t s u d a  K ,  M o r i i  K ,  H a z e y a m a  T ,  

K a g a w a  R ,  N o k u b i  T  e t  a l .  R e l a t i o n s h i p  

b e t w e e n  b i t e  f o r c e  a n d  s a l i v a r y  f l o w  i n  o l d e r  

a d u l t s .  O r a l  S u r g  O r a l  M e d  O r a l  P a t h o l  O r a l  

R a d i o l  E n d o d  2 0 0 7 ;  1 0 4 ( 4 ) :  5 1 0 - 5 1 5 .   

3 3 .   I k e b e  K ,  M a t s u d a  K ,  K a g a w a  R ,  E n o k i  K ,  

O k a d a  T ,  M a e d a  Y .  M a s t i c a t o r y  p e r f o r m a n c e  i n  

o l d e r  s u b j e c t s  w i t h  v a r y i n g  d e g r e e s  o f  t o o t h  

l o s s .  J  D e n t  2 0 1 2 ;  4 0 ( 1 ) :  7 1 - 7 6 .  

3 4 .   S e i n o  S ,  S h i n k a i  S ,  F u j i w a r a  Y ,  O b u c h i  S ,  
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Y o s h i d a  H ,  T a k a h a s h i  R .  R e f e r e n c e  v a l u e s  a n d  

a g e  a n d  s e x  d i f f e r e n c e s  i n  p h y s i c a l  

p e r f o r m a n c e  m e a s u r e s  f o r  c o m m u n i t y - d w e l l i n g  

o l d e r  J a p a n e s e :  a  p o o l e d  a n a l y s i s  o f  s i x  c o h o r t  

s t u d i e s .  P L o S  O n e  2 0 1 4 ;  9 ( 6 ) :  e 9 9 4 8 7 .  

3 5 .   厚 生 労 働 省 .  平 成 2 3 年 歯 科 疾 患 実 態 調

査  結 果 の 概 要 に つ い て  

h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / t o u k e i / l i s t / d l / 6 2 - 2 3 - 0

2 . p d f  

3 6 .   F l o y s t r a n d  F ,  K l e v e n  E ,  O i l o  G .  A  n o v e l  

m i n i a t u r e  b i t e  f o r c e  r e c o r d e r  a n d  i t s  c l i n i c a l  

a p p l i c a t i o n .  A c t a  O d o n t o l  S c a n d  1 9 8 2 ;  4 0 :  

2 0 9 - 2 1 4 .  

3 7 .   B a k k e  M ,  H o l m  B ,  J e n s e n  B L ,  M i c h l e r  L ,  

M o l l e r  E .  U n i l a t e r a l ,  i s o m e t r i c  b i t e  f o r c e  i n  

8 - 6 8 - y e a r - o l d  w o m e n  a n d  m e n  r e l a t e d  t o  

o c c l u s a l  f a c t o r s .  S c a n d  J  D e n t  R e s  1 9 9 0 ;  9 8 :  

1 4 9 - 1 5 8 .  

3 8 .   T o r t o p i d i s  D ,  L y o n s  M F ,  B a x e n d a l e  R H .  

B i t e  f o r c e ,  e n d u r a n c e  a n d  m a s s e t e r  m u s c l e  

http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/62-23-02.pdf
http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/62-23-02.pdf
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f a t i g u e  i n  h e a l t h y  e d e n t u l o u s  s u b j e c t s  a n d  

t h o s e  w i t h  t m d .  J  O r a l  R e h a b i l  1 9 9 9 ;  2 6 :  

3 2 1 - 3 2 8 .  

3 9 .   Y e h  C K ,  J o h n s o n  D A ,  D o d d s  M W ,  S a k a i  S ,  

R u g h  J D ,  H a t c h  J P .  A s s o c i a t i o n  o f  s a l i v a r y  f l o w  

r a t e s  w i t h  m a x i m a l  b i t e  f o r c e .  J  D e n t  R e s  2 0 0 0 ;  

7 9 :  1 5 6 0 - 1 5 6 5 .  

4 0 .   O k i y a m a  S ,  I k e b e  K ,  N o k u b i  T .  

A s s o c i a t i o n  b e t w e e n  m a s t i c a t o r y  p e r f o r m a n c e  

a n d  m a x i m a l  o c c l u s a l  f o r c e  i n  y o u n g  m e n .  J  

O r a l  R e h a b i l  2 0 0 3 ;  3 0 :  2 7 8 - 2 8 2 .  

4 1 .   I k e b e  K ,  M a t s u d a  K ,  M o r i i  K ,  

F u r u y a - Y o s h i n a k a  M ,  N o k u b i  T ,  R e n n e r  R P .  

A s s o c i a t i o n  o f  m a s t i c a t o r y  p e r f o r m a n c e  w i t h  

a g e ,  p o s t e r i o r  o c c l u s a l  c o n t a c t s ,  o c c l u s a l  

f o r c e ,  a n d  s a l i v a r y  f l o w  i n  o l d e r  a d u l t s .  I n t  J  

P r o s t h o d o n t  2 0 0 6 ;  1 9 :  4 7 5 - 4 8 1 .  

4 2 .   I k e b e  K ,  M a t s u d a  K ,  K a g a w a  R ,  E n o k i  K ,  

Y o s h i d a  M ,  M a e d a  Y ,  e t  a l .  A s s o c i a t i o n  o f  

m a s t i c a t o r y  p e r f o r m a n c e  w i t h  a g e ,  g e n d e r ,  
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n u m b e r  o f  t e e t h ,  o c c l u s a l  f o r c e  a n d  s a l i v a r y  

f l o w  i n  j a p a n e s e  o l d e r  a d u l t s :  I s  a g e i n g  a  r i s k  

f a c t o r  f o r  m a s t i c a t o r y  d y s f u n c t i o n ?  A r c h  O r a l  

B i o l  2 0 1 1 ;  5 6 :  9 9 1 - 9 9 6 .  

4 3 .   L y o n s  M F ,  S h a r k e y  S W ,  L a m e y  P J .  A n  

e v a l u a t i o n  o f  t h e  t - s c a n  c o m p u t e r i s e d  o c c l u s a l  

a n a l y s i s  s y s t e m .  I n t  J  P r o s t h o d o n t  1 9 9 2 ;  5 :  

1 6 6 - 7 2 .  

4 4 .   M u l l e r  F ,  H e a t h  M R ,  O t t  R .  M a x i m u m  b i t e  

f o r c e  a f t e r  t h e  r e p l a c e m e n t  o f  c o m p l e t e  

d e n t u r e s .  G e r o d o n t o l o g y  2 0 0 1 ;  1 8 :  5 8 - 6 2 .  

4 5 .   S u z u k i  T ,  K u m a g a i  H ,  W a t a n a b e  T ,  U c h i d a  

T ,  N a g a o  M .  E v a l u a t i o n  o f  c o m p l e t e  d e n t u r e  

o c c l u s a l  c o n t a c t s  u s i n g  p r e s s u r e - s e n s i t i v e  

s h e e t s .  I n t  J  P r o s t h o d o n t  1 9 9 7 ;  1 0 :  3 8 6 - 3 9 1 .  

4 6 .   M a t s u i  Y ,  O h n o  K ,  M i c h i  K ,  S u z u k i  Y ,  

Y a m a g a t a  K .  A  c o m p u t e r i z e d  m e t h o d  f o r  

e v a l u a t i n g  b a l a n c e  o f  o c c l u s a l  l o a d .  J  O r a l  

R e h a b i l  1 9 9 6 ;  2 3 :  5 3 0 - 5 3 5 .  

4 7 .   I k e b e  K ,  M o r i i  K ,  M a t s u d a  K ,  H a z e y a m a  T ,   
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N o k u b i  T .  R e p r o d u c i b i l i t y  a n d  a c c u r a c y  i n  

m e a s u r i n g  m a s t i c a t o r y  p e r f o r m a n c e  u s i n g  t e s t  

g u m m y  j e l l y .  P r o s t h o d o n t i c  R e s e a r c h  a n d  

P r a c t i c e  2 0 0 5 ;  4 :  9 - 1 5 .  

4 8 .   E d g a r  M ,  D a w e s  C .  ( 2 0 0 4 ) :  S a l i v a  a n d  

o r a l  h e a l t h .  B r i t i s h  D e n t a l  A s s o c i a t i o n s .  

T h i r d  E d i t i o n ,  3 2 - 4 9 .  

4 9 .   河 村 洋 二 郎 .  唾 液 腺 の 生 理 .  京 都 :  永 末

書 店 ;  1 9 8 2 ,  2 7 4 - 3 3 7 .  

5 0 .   R a n t o n e n  P J ,  M e u r m a n  J H .  V i s c o s i t y  o f  

w h o l e  s a l i v a .  A c t a  O d o n t o l  S c a n d  1 9 9 8 ;  5 6 :  

2 1 0 - 2 1 4 .  

5 1 .   I k e b e  K ,  S a j i m a  H ,  K o b a y a s h i  S ,  H a t a  K ,  

M o r i i  K ,  E t t i n g e r  R L  e t  a l .  A s s o c i a t i o n  o f  

s a l i v a r y  f l o w  r a t e  w i t h  o r a l  f u n c t i o n  i n  a  

s a m p l e  o f  c o m m u n i t y - d w e l l i n g  o l d e r  a d u l t s  i n  

J a p a n .  O r a l  S u r g  O r a l  M e d  O r a l  P a t h o l  O r a l  

R a d i o l  E n d o d  2 0 0 2 ;  9 4 :  1 8 4 - 1 9 0 .  

5 2 .   小 口 和 代 ,  才 藤 栄 一 ,  馬 場 尊 ,  楠 戸 正 子 ,  

田 中 と も み ,  小 野 木 啓 子 .  機 能 的 嚥 下 障 害 ス
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ク リ ー ニ ン グ テ ス ト 「 反 復 唾 液 嚥 下 テ ス ト 」

( t h e  R e p e t i t i v e  S a l i v a S w a l l o w i n g  T e s t :  R S S T )  

の 検 討  ( 2 )  妥 当 性 の 検 討 .  リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 医 学 2 0 0 0 ; 3 7 :  3 8 3 - 3 8 8 .  

5 3 .   Y o s h i d a  M ,  K i k u t a n i  T ,  T s u g a  K ,  

U t a n o h a r a  Y ,  H a y a s h i  R ,  A k a g a w a  Y .  D e c r e a s e d  

t o n g u e  p r e s s u r e  r e f l e c t s  s y m p t o m  o f  d y s p h a g i a .  

D y s p h a g i a  2 0 0 6 ;  2 1 ( 1 ) :  6 1 - 6 5 .  

5 4 .   U t a n o h a r a  Y ,  H a y a s h i  R ,  Y o s h i k a w a  M ,  

Y o s h i d a  M ,  T s u g a  K ,  A k a g a w a  Y .  S t a n d a r d  

v a l u e s  o f  m a x i m u m  t o n g u e  p r e s s u r e  t a k e n  

u s i n g  n e w l y  d e v e l o p e d  d i s p o s a b l e  t o n g u e  

p r e s s u r e  m e a s u r e m e n t  d e v i c e .  D y s p h a g i a  2 0 0 8 ;  

2 3 ( 3 ) :  2 8 6 - 2 9 0 .  

5 5 .   O n o  T ,  K u m a k u r a  I ,  A r i m o t o  M ,  H o r i  K ,  

D o n g  J ,  I w a t a  H  e t  a l .  I n f l u e n c e  o f  b i t e  f o r c e  

a n d  t o n g u e  p r e s s u r e  o n  o r o - p h a r y n g e a l  r e s i d u e  

i n  t h e  e l d e r l y .  G e r o d o n t o l o g y  2 0 0 7 ;  2 4 :  1 4 3 ‒

1 5 0 .  

5 6 .   J a n s s e n  I ,  H e y m s f i e l d  S B ,  B a u m g a r t n e r  
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R N ,  R o s s  R .  E s t i m a t i o n  o f  s k e l e t a l  m u s c l e  

m a s s  b y  b i o e l e c t r i c a l  i m p e d a n c e  a n a l y s i s .  J  

A p p l  P h y s i o l  2 0 0 0 ;  8 9 :  4 6 5 - 4 7 1 .  

5 7 .   L a u r e t a n i  F ,  R u s s o  C R ,  B a n d i n e l l i  S ,  

B a r t a l i  B ,  C a v a z z i n i  C ,  D i  I o r i o  A ,  e t  a l .  

A g e - a s s o c i a t e d  c h a n g e s  i n  s k e l e t a l  m u s c l e s  

a n d  t h e i r  e f f e c t  o n  m o b i l i t y :  A n  o p e r a t i o n a l  

d i a g n o s i s  o f  s a r c o p e n i a .  J  A p p l  P h y s i o l  2 0 0 3 ;  

9 5 :  1 8 5 1 - 1 8 6 0 .  

5 8 .   L e o n g  D P ,  T e o  K K ,  R a n g a r a j a n  S ,  

L o p e z - J a r a m i l l o  P ,  A v e z u m  A  J r ,  Y u s u f  S  e t  a l .  

P r o g n o s t i c  v a l u e  o f  g r i p  s t r e n g t h :  f i n d i n g s  

f r o m  t h e  P r o s p e c t i v e  U r b a n  R u r a l  

E p i d e m i o l o g y  ( P U R E )  s t u d y .  L a n c e t  2 0 1 5 ;  3 8 6 :  

2 6 6 - 2 7 3 .  

5 9 .   O s t e r b e r g  T ,  L a n d a h l  S ,  H e d e g å r d  B .  

S a l i v a r y  f l o w ,  s a l i v a ,  p H  a n d  b u f f e r i n g  

c a p a c i t y  i n  7 0 - y e a r - o l d  m e n  a n d  w o m e n .  

C o r r e l a t i o n  t o  d e n t a l  h e a l t h ,  d r y n e s s  i n  t h e  

m o u t h ,  d i s e a s e  a n d  d r u g  t r e a t m e n t .  J  O r a l  
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R e h a b i l  1 9 8 4 ;  1 1 :  1 5 7 - 1 7 0 .  

6 0 .   N a v a z e s h  M ,  B r i g h t m a n  V J ,  P o g o d a  J M .  

R e l a t i o n s h i p  o f  m e d i c a l  s t a t u s ,  m e d i c a t i o n s ,  

a n d  s a l i v a r y  f l o w  r a t e s  i n  a d u l t s  o f  d i f f e r e n t  

a g e s .  O r a l  S u r g  O r a l  M e d  O r a l  P a t h o l  O r a l  

R a d i o l  E n d o d .  1 9 9 6 ;  8 1 ( 2 ) :  1 7 2 - 1 7 6 .  

6 1 .   金 子 芳 洋 ,  千 野 直 一 ,  才 藤 栄 一 ,  田 山 二

朗 ,  藤 島 一 郎 ,  向 井 美 恵 .  摂 食 ・ 嚥 下 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン .  東 京 :  医 歯 薬 出 版 ;  1 9 9 8 ,  

2 6 - 2 7 .  

6 2 .   T s u g a  K ,  Y o s h i k a w a  M ,  O u e  H ,  O k a z a k i  Y ,  

T s u c h i o k a  H ,  A k a g a w a  Y .  M a x i m a l  v o l u n t a r y  

t o n g u e  p r e s s u r e  i s  d e c r e a s e d  i n  J a p a n e s e  f r a i l  

e l d e r l y  p e r s o n s .  G e r o d o n t o l o g y .  2 0 1 2 ;  2 9 ( 2 ) :  

e 1 0 7 8 - 1 0 8 5 .  

6 3 .   B u e h r i n g  B ,  H i n d  J ,  F i d l e r  E ,  K r u e g e r  D ,  

B i n k l e y  N ,  R o b b i n s  J .  T o n g u e  s t r e n g t h  i s  

a s s o c i a t e d  w i t h  j u m p i n g  m e c h a n o g r a p h y  
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w i t h  c l a s s i c  f u n c t i o n a l  t e s t s  i n  o l d e r  a d u l t s .  J  
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図1. フレイルサイクル  
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図 2. 咀嚼・嚥下機能低下，低栄養，サルコペニアの関連図 
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図3. 対象者の抽出  
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図4. 筋肉量の分布 (83歳群，男性) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5. 筋肉量の分布 (83歳群，女性) 
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図6. 握力の分布 (73歳群，男性)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7. 握力の分布 (83歳群，男性) 
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図8. 握力の分布 (73歳群，女性) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図9. 握力の分布 (83歳群，女性) 
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図10. 残存歯数の分布 (73歳群) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11. 残存歯数の分布 (83歳群) 
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図12. 最大咬合力の分布 (73歳群) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図13. 最大咬合力の分布 (83歳群) 
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図14. 咀嚼能率スコアの分布 (73歳群) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15. 咀嚼能率スコアの分布 (83歳群) 

図15. 咀嚼能率スコアの分布 (83歳群) 
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図16. 刺激時唾液分泌速度の分布 (73歳群) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図17. 刺激時唾液分泌速度の分布 (83歳群) 
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図18．RSSTの分布 (73歳群) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図19．RSSTの分布 (83歳群) 
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図20. 舌圧の分布 (83歳群) 
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図21. 開口量の分布 (73歳群) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図22. 開口量の分布 (83歳群) 
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*：t検定により，性別間での差について検討した(p<0.01)． 

*：二元配置分散分析により，年齢群間，性別間での差について検討した(p<0.01)． 

 

 

 

 

 

 

図 23．性別での筋肉量の平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24．年齢群，性別での握力の平均値  
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図 25．年齢群，性別での残存歯数の中央値 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26．年齢群，性別での最大咬合力の中央値 

*：二元配置分散分析により，年齢群間，性別間での差について検討した(*p<0.01)． 

*：二元配置分散分析により，年齢群間，性別間での差について検討した(*p<0.01)． 
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図 27．年齢群，性別での咀嚼能率スコアの中央値 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28．年齢群，性別での刺激時唾液分泌速度の平均値 

 

*：二元配置分散分析により，年齢群間，性別間での差について検討した(*p<0.01)． 

*：二元配置分散分析により，年齢群間，性別間での差について検討した(*p<0.01)． 
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図 29．年齢群，性別での RSST の中央値 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 30．年齢群，性別での開口量の平均値 

*：二元配置分散分析により，年齢群間，性別間での差について検討した(*p<0.01)． 

*：二元配置分散分析により，年齢群間，性別間での差について検討した(*p<0.01)． 
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図 31 ．83 歳群での舌圧の平均値 

 

  

*：t検定により，性別間での差について検討した(*p<0.01)． 
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表 1 ．筋肉量ならびに握力と，各口腔機能との相関関係 (83 歳群) 

 筋肉量 (kg/m
2
) 握力 (kgf) 

 rs p 値 rs p 値 

最大咬合力 (N) 0.146 <0.01 0.223 <0.01 

咀嚼能率スコア 0.100  0.02 0.183 <0.01 

刺激時唾液分泌速度(ml/

分) 
0.127 <0.01 0.235 <0.01 

RSST (回) 0.088 <0.01 0.321 <0.01 

舌圧 (kPa) 0.144 <0.01 0.134 <0.01 

開口量 (mm) 0.165 <0.01 0.179 <0.01 

握力 (kgf) 0.420 <0.01 ― ― 

rs：Spearman の順位相関係数 
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表2．年齢群，性別における，低握力群，正常群での各口腔機能の中央値 

  
中央値 

(四分位範囲) 
p 値**

 

 
 

全体 低握力群*
 正常群 

73 歳 

男性 

(n = 411) 

最大咬合力 (N) 
377 

(196 - 596) 

336 

(132 - 532) 

380 

(203 - 610) 
 0.09 

咀嚼能率スコア 
6.0 

(5.0 - 7.0) 

5.0 

(4.0 - 6.0) 

6.0 

(5.0 - 7.0) 
<0.01 

RSST (回) 
4.0 

(3.0 - 6.0) 

4.0 

(2.0 - 6.0) 

4.0 

(3.0 - 6.0) 
<0.01 

83 歳 

男性 

(n = 407) 

最大咬合力 (N) 
190 

(84 - 331) 

148 

(60 - 272) 

241 

(101 - 414) 
<0.01 

咀嚼能率スコア 
5.0 

(2.0 - 6.0) 

4.0 

(1.0 - 6.0) 

5.0 

(3.0 - 7.0) 
<0.01 

RSST (回) 
4.0 

(3.0- 5.0) 

4.0 

(2.0 - 5.0) 

4.0 

(3.0 - 6.0) 
<0.01 

73 歳 

女性 

(n = 453) 

最大咬合力 (N) 
299 

(176 - 434) 

268 

(154 - 367) 

329 

(186 - 452) 
<0.01 

咀嚼能率スコア 
6.0 

(4.0 - 7.0) 

6.0 

(4.0 - 7.0) 

6.0 

(4.0 - 7.0) 
 0.14 

RSST (回) 
3.0 

(2.0 - 5.0) 

3.0 

(2.0 - 4.0) 

3.0 

(2.0 - 5.0) 
0.049 

83 歳 

女性 

(n = 402) 

最大咬合力 (N) 
142 

(54 - 252) 

117 

(39 - 243) 

179 

(83 - 275) 
<0.01 

咀嚼能率スコア 
4.0 

(1.0 - 6.0) 

4.0 

(1.0 - 6.0) 

5.0 

(3.0 - 6.0) 
<0.01 

RSST (回) 
3.0 

(2.0 - 4.0) 

3.0 

(2.0 - 4.0) 

3.0 

(2.0 - 4.0) 
 0.83 

*：低握力群：73歳群男性 = 69名，83歳群男性 = 205名，73歳群女性 = 153名，

83歳群女性 = 277名 

**：Mann-WhitneyのU検定により低握力群，正常群での各口腔機能の差について

検討した 
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表3．73歳群ならびに83歳群における，低握力群，正常群での各口腔機能の平均

値 

  
平均値 

(95%信頼区間) 
p 値**

 

 
 

   全体 低握力群*
 正常群 

73 歳 

男性 

(n = 411) 

刺激時唾液分泌

速度 (ml/分) 

2.09 

(1.98 - 2.20) 

1.83 

(1.54 - 2.12) 

2.13 

(2.02 - 2.27) 
 0.06 

開口量 (mm) 
51.7 

(51.0 - 52.4) 

49.3 

(47.6 - 51.0) 

52.1 

(51.3 - 52.8) 
<0.01 

83 歳 

男性 

(n = 407) 

刺激時唾液分泌

速度 (ml/分) 

1.80 

(1.68 - 1.93) 

1.76 

(1.60 - 1.99) 

1.83 

(1.67 - 2.00) 
 0.60 

開口量 (mm) 
50.1 

(49.4 - 50.9) 

49.2 

(48.2 - 50.6) 

50.4 

(49.8 - 51.8) 
 0.07 

舌圧 (kPa) 
27.3 

(26.5 - 28.1) 

26.3 

(24.9 - 27.2) 

28.4 

(27.2 - 29.5) 
<0.01 

73 歳 

女性 

(n = 453) 

刺激時唾液分泌

速度 (ml/分) 

1.40 

(1.32 - 1.48) 

1.37 

(1.24 - 1.51) 

1.42 

(1.32 - 1.52) 
 0.58 

開口量 (mm) 
49.4 

(48.9 - 49.9) 

49.0 

(48.2 - 49.8) 

49.6 

(48.9 - 50.3) 
 0.30 

83 歳 

女性 

(n = 402) 

刺激時唾液分泌

速度 (ml/分) 

1.23 

(1.15 - 1.32) 

1.21 

(1.09 - 1.30) 

1.28 

(1.17 - 1.42) 
 0.40 

開口量 (mm) 
47.6 

(46.9 - 48.4) 

47.4 

(46.3 - 48.2) 

 48.5 

(47.3 - 49.8) 
 0.12 

舌圧 (kPa) 
27.1 

(26.2 - 28.0) 

26.1 

(25.6 - 27.8) 

27.8 

(26.2 - 29.2) 
 0.06 

*：低握力群：73歳群男性 = 69名，83歳群男性 = 205名，73歳群女性 = 153名，

83歳群女性 = 277名 

**：t検定により低握力群，正常群での各口腔機能の差について検討した 
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表4 ．73歳群において，従属変数を各口腔機能，独立変数を性別，残存歯数，

握力とした重回帰分析の結果 

     性別 残存歯数 (本) 握力 (kgf) 

 β p値 β p値 β p値 

最大咬合力 (平方根) -0.12 <0.01 0.68 <0.01 0.08  0.04 

刺激時唾液分泌速度 (ml/分) -0.29 <0.01 0.01  0.84 0.06  0.27 

開口量 (mm) -0.04  0.46 -0.02  0.64 0.19 <0.01 

従属変数：最大咬合力 (平方根)，刺激時唾液分泌速度 (ml/分)，開口量 (mm) 

独立変数：性別 (男性 = 0，女性 = 1)，残存歯数 (本)，握力 (kgf) 

β：標準化偏回帰係数 
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表5．73歳群において，従属変数を咀嚼能率スコアあるいはRSST，独立変数を性

別，残存歯数，握力としたロジスティック回帰分析の結果 

 性別 残存歯数 (本) 握力 (kgf) 

 

オッズ比 

(95%信頼区間) 
p値 

オッズ比 

(95%信頼区間) 
p値 

オッズ比 

(95%信頼区間) 
p値 

咀嚼能率スコア 
4.92 

(2.68 - 9.06) 
<0.01 

0.85 

(0.83 - 0.88) 
<0.01 

0.90 

(0.50 - 1.61) 
 0.72 

RSST 
1.94 

(1.39 - 2.72) 
<0.01 

0.98 

(0.96 - 1.00) 
<0.05 

1.71 

(1.21 - 2.43) 
<0.01 

従属変数：咀嚼能率スコア (スコア2以上 = 0，スコア1以下 = 1)，RSST (2回以

下 = 0，3回以上 = 1) 

独立変数：性別 (男性 = 0，女性 = 1)，残存歯数 (本)，握力 (正常群 = 0，低握

力群 = 1) 
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表6．83歳群において，従属変数を各口腔機能，独立変数を性別，残存歯数，筋

肉量とした重回帰分析の結果 

 性別 残存歯数 (本) 筋肉量 (kg/m2) 

 β p値 β p値 β p値 

最大咬合力 (平方根) -0.08  0.02 0.66 <0.01 0.06 0.10 

刺激時唾液分泌速度 (ml/分) -0.30 <0.01 0.11 <0.01 -0.04 0.47 

開口量 (mm) -0.16 <0.01 0.05  0.26 0.07 0.13 

舌圧 (kPa)  0.01  0.92 0.03  0.54 0.11 0.02 

従属変数：最大咬合力 (平方根)，刺激時唾液分泌速度 (ml/分)，開口量 (mm) 

独立変数：性別 (男性 = 0，女性 = 1)，残存歯数 (本)，筋肉量 (kg/m
2
) 

β：標準化偏回帰係数 

  



94 

表7．83歳群において，従属変数を咀嚼能率スコアあるいはRSST，独立変数を性

別，残存歯数，筋肉量としたロジスティック回帰分析の結果 

 性別 残存歯数 (本) 筋肉量 (kg/m
2
) 

 オッズ比 

(95%信頼区間) 
p値 

オッズ比 

(95%信頼区間) 
p値 

オッズ比 

(95%信頼区間) 
p値 

咀嚼能率スコア 
0.86 

(0.58 - 1.57) 
 0.86 

0.86 

(0.84 - 0.89) 
<0.01 

0.96 

(0.86 - 1.08) 
0.52 

RSST 
3.77 

(2.51 - 5.64) 
<0.01 

0.98 

(0.96 - 0.99) 
<0.05 

1.07 

(0.98 - 1.17) 
0.16 

従属変数：咀嚼能率スコア (スコア2以上 = 0，スコア1以下 = 1)，RSST (2回以

下 = 0，3回以上 = 1) 

独立変数：性別 (男性 = 0，女性 = 1)，残存歯数 (本)，筋肉量 (kg/m
2
) 
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表8．83歳群において，従属変数を各口腔機能，独立変数を性別，残存歯数，握

力とした重回帰分析の結果 

 性別 残存歯数 (本) 握力 (kgf) 

 β p値 β p値 β p値 

最大咬合力 (平方根) 0.04  0.23 0.66 <0.01 0.20 <0.01 

刺激時唾液分泌速度 (ml/分) -0.26 <0.01 0.13 <0.01 0.03  0.60 

舌圧 (kPa) 0.11  0.04 0.01  0.72 0.22 <0.01 

開口量 (mm) -0.04  0.41 0.04  0.31 0.16 <0.01 

従属変数：最大咬合力 (平方根)，刺激時唾液分泌速度 (ml/分)，開口量 (mm) 

独立変数：性別 (男性 = 0，女性 = 1)，残存歯数 (本)，握力 (kgf) 

β：標準化偏回帰係数  
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表9．83歳群において，従属変数を咀嚼能率スコアあるいはRSST，独立変数を性

別，残存歯数，握力としたロジスティック回帰分析の結果 

     性別 残存歯数 (本) 握力 (kgf) 

 オッズ比 

(95%信頼区間) 
p値 

オッズ比 

(95%信頼区間) 
p値 

オッズ比 

(95%信頼区間) 
p値 

咀嚼能率スコア 
0.97 

(0.65 - 1.45) 
<0.01 

0.86 

(0.84 - 0.88) 
<0.01 

2.43 

(1.60 - 3.71) 
<0.01 

RSST 
2.98 

(2.17 - 4.09) 
<0.01 

0.97 

(0.95 - 0.98) 
<0.01 

1.27 

(0.92 - 1.76) 
 0.15 

従属変数：咀嚼能率スコア (スコア2以上 = 0，スコア1以下 = 1)，RSST (2回以

下 = 0，3回以上 = 1) 

独立変数：性別 (男性=0，女性=1)，残存歯数 (本)，握力 (正常群 = 0，低握力

群 = 1) 
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表10．73歳群ならびに83歳群において，従属変数を各口腔機能，独立変数を年

齢群，性別，残存歯数，握力とした重回帰分析の結果 

 年齢群 性別 残存歯数 (本) 握力 (kgf) 

 β p値 β p値 β p値 β p値 

最大咬合力 (平方根) -0.15 <0.01 -0.04  0.16 0.64 <0.01 0.14 <0.01 

刺激時唾液分泌速度

(ml/分) 
-0.08 <0.01 -0.27 <0.01 0.07  0.01 0.05  0.18 

開口量 (mm) -0.08 <0.01 -0.04  0.28 0.01  0.67 0.18 <0.01 

従属変数：最大咬合力 (平方根)，刺激時唾液分泌速度 (ml/分)，開口量 (mm) 

独立変数：年齢群 (73歳群 = 0，83歳群 = 1)，性別 (男性 = 0，女性 = 1)，残存

歯数 (本)，握力 (kgf) 

β：標準化偏回帰係数 
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表11．73歳群ならびに83歳群において，従属変数を咀嚼能率スコアあるいはRSST，独立変数を年齢群，性別，残存歯数，

握力としたロジスティック回帰分析の結果 

 年齢群 性別 残存歯数 (本) 握力 (kgf) 

 オッズ比 

(95%信頼区間) 
p値 

オッズ比 

(95%信頼区間) 
p値 

オッズ比 

(95%信頼区間) 
p値 

オッズ比 

(95%信頼区間) 
p値 

咀嚼能率スコア 
1.53 

(1.08 - 2.15) 
0.02 

1.68 

(1.22 - 2.31) 
<0.01 

0.86 

(0.85 - 0.88) 
<0.01 

1.71 

(1.23 - 2.37) 
<0.01 

RSST 
1.27 

(0.99 - 1.62) 
0.06 

2.48 

(1.97 - 3.12) 
<0.01 

0.97 

(0.96 - 0.99) 
<0.01 

1.45 

(1.14 - 1.84) 
<0.01 

従属変数：咀嚼能率スコア (スコア2以上 = 0，スコア1以下 = 1)，RSST (2回以下 = 0，3回以上 = 1) 

独立変数：年齢群 (73歳群 = 0，83歳群 = 1)，性別 (男性 = 0，女性 = 1)，残存歯数 (本)，握力 (正常群 = 0，低握力群 = 1)
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